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平成26年度決算は、一般会計と特別会計、企業会計を合わせた総額で、歳入（収
入）が779億円、歳出（支出）が763億円でした。
市の全ての会計を合わせた市債（借入金）残高は1293億円で、対前年度比31億円
の減になり、市民１人当たり151万７千円、対前年度比２万円の減になりました。

《問合せ》財政課☎21 9014

̶

一
般
会
計
の
決
算

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
が

4
9
8
億
円
、
歳
出
が
4
8
9
億

円
で
し
た
。
歳
入
に
は
、
平
成
27

年
度
へ
の
繰
り
越
し
事
業
の
財
源

2
億
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
を
差
し
引
き
、
7
億
円
の
黒

字
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
最

も
多
く
1
9
0
億
円
で
し
た
。
次

い
で
市
税
が
1
0
2
億
円
、
国
県

支
出
金
が
80
億
円
、
市
債
が
58
億

円
と
続
き
ま
す
。

歳
出
で
は
、
民
生
費
が
最
も
多

く
1
1
8
億
円
で
し
た
。
次
い
で

公
債
費
が
74
億
円
、
総
務
費
が

62
億
円
、
教
育
費
が
60
億
円
と
続

き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
1
人
当
た
り
の
歳

出
額
は
57
万
3
千
円
、
納
付
し
て

い
た
だ
い
た
市
税
は
12
万
円
で
し

た
。一

般
会
計
の
市
債
残
高
は
、

6
2
2
億
円
、
対
前
年
度
比
8
億

円
の
減
に
な
り
、
市
民
1
人
当
た

り
73
万
円
、
対
前
年
度
比
2
千
円

の
減
に
な
り
ま
し
た
。

̶

企
業
会
計
の
決
算

▼
水
道
事
業　

給
水
戸
数
約

3
万
3
千
戸
、
給
水
人
口
約

8
万
5
千
人
で
、
普
及
率
は
ほ

ぼ
1
0
0
％
で
す
。
決
算
は

1
・
7
億
円
の
黒
字
に
な
り
ま

し
た
。

▼
下
水
道
事
業　
普
及
率
約
99
％
、

水
洗
化
済
戸
数
約
3
万
戸
、
人

口
約
7
万
8
千
人
で
、
水
洗

化
率
は
92
％
で
す
。
決
算
は

9
千
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し

た
。

▼
農
業
共
済
事
業　
1
5
5
万
円

の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。
共

済
金
の
支
払
額
は
、
家
畜
共

済
3
3
4
5
万
円
、
そ
ば
共

済
3
4
3
万
円
、
水
稲
共
済

2
9
9
万
円
な
ど
で
、
総
額
は

4
0
7
5
万
円
で
し
た
。

平成26年度決算のあらまし
一般会計は実質７億円の黒字を確保

〈一般会計決算〉

歳　出

公債費

民生費

総務費

教育費

衛生費

土木費

その他

 歳　入
488億7871万円497億7630万円

地方
交付税

市税

国県
支出金

市債

その他

黒字

地方公共団体が一定水準
の行政サービスを行えるよう
国から交付されるお金
190億2787万円（38.2％）

市民税、固定資産税、軽自
動車税など
102億2743万円（20.5％）

特定の事業に対して国・県か
ら交付されるお金
79億7385万円（16.1％）

市の借入金
58億2340万円（11.7％）

譲与税・交付金、使用料およ
び手数料、繰越金、基金繰
入、雑収入など
67億2375万円（13.5％）

高齢者福祉、障害者福祉、
児童福祉など
117億7891万円（24.1％）

借入金の返済費
73億9944万円（15.2％）

市役所管理費、環境政策
など
61億7602万円（12.6％）

学校教育・社会教育・文化
振興など
59億9726万円（12.3％）

北但ごみ処理施設建設費負
担金、健康診査、ごみ処理など
53億2589万円（10.9％）

道路・河川整備、都市計画、
公営住宅など
49億7383万円（10.2％）

農林水産業費、商工費、消
防費など
72億2736万円（14.7％）

区　　分 歳入 歳出 歳入歳出差引
一般会計 497億7630万円 488億7871万円 8億9759万円
特別会計 197億6019万円 193億2187万円 4億3832万円
国民健康保険事業
（事業勘定） 96億780万円 93億9146万円 2億1634万円

国民健康保険事業
（直診勘定） 8896万円 8625万円 271万円

後期高齢者医療事業 10億8479万円 10億6043万円 2436万円
介護保険事業 85億2850万円 83億6610万円 1億6240万円
診療所事業 2億1949万円 2億1511万円 438万円
霊苑事業 8477万円 6250万円 2227万円
宅地事業 7715万円 7715万円 0万円
管理会財産区 300万円 26万円 274万円
太陽光発電事業特別会計 6573万円 6261万円 312万円
企業会計 84億729万円 81億4197万円 2億6532万円
水道事業 24億8407万円 23億929万円 1億7478万円
下水道事業 57億6116万円 56億7217万円 8899万円
農業共済事業 1億6206万円 1億6051万円 155万円

合　　　計 779億4378万円 763億4255万円 16億123万円

〈会計別決算額一覧〉



「
公
共
施
設
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果

公
共
施
設
の
整
備
の
見
直
し
に
８
割
が
理
解
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今
後
の
公
共
施
設
の
適
正
な
管

理
運
営
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
考
え
を
把
握
す
る
た
め「
公
共

施
設
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
①
本
庁

財
政
課
②
各
振
興
局
地
域
振
興
課

③
図
書
館
本
館
・
各
分
館
④
各
地

区
公
民
館

̶

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

《
問
合
せ
》
財
政
課

　

☎
21

－

9
0
1
4

▼
実
施
概
要
等

▽
調
査
対
象　
18
歳
以
上
の
市
民

で
、
地
域
ご
と
に
一
定
数
以
上

の
配
布
数
を
設
定
後
に
住
民
基

本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出

▽
配
布
数　
2
千
人

▽
総
回
収
数　

8
2
4
人（
回
収

率
41
・
2
％
）

▼
調
査
結
果
の
概
要

○
公
共
施
設
の
利
用
状
況　
公
共

施
設
の
利
用
頻
度
は「
年
に
数

回
程
度
」ま
た
は「
利
用
し
て
い

な
い
」と
の
回
答
が
7
割
以
上

で
、
頻
繁
に
利
用
し
て
い
る
人

は
限
ら

れ
て
い

ま
す（
表

1
）。

○
地
域
に

必
要
な

生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能　
居
住
地

域
で
維
持
・
確
保
す
べ
き
機
能

は「
医
療
機
能
」「
高
齢
者
支
援

機
能
」「
防
災
機
能
」の
回
答
が

多
く
、
日
常
生
活
で
の
安
全
・

安
心
の
確
保
が
重
視
さ
れ
て
い

ま
す（
表
2
）。

○
今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方

・
今
後
の
公
共
施
設
の
整
備
の
方

向
性
は
、
総
量
の
見
直
し
を
進

め
る
べ
き
と
す
る
回
答
が
8
割

以
上
を
占
め
ま
す（
表
3
）。

・
公
共
施
設
の
更
新
費
用
の
負
担

を
減
ら
す
方
策
は
、
遊
休
資
産

の
売
却
や
施
設
の
統
廃
合
等
が

多
く
を
占
め
ま
す（
表
4
）。

○
学
校
の
複
合
化　
小
・
中
学
校

の
複
合
化（
学
校
と
他
の
公
共

施
設
な
ど
を
統
合
す
る
こ
と
）

は
、
約
7
割
が
賛
成
し
て
い
ま

す（
表
5
）。

地区公民館
図書館

博物館・資料館
診療所

スポーツ施設（体育館）
温泉施設

週に１回以上 月に１回以上 年に数回程度 利用していない 無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80% 100％

58.01.5

48.924.012.63.3

46.03.4

68.13.0

65.3
0.5

71.6

8.4 18.3

29.78.3

12.42.5

13.28.4

12.3
0.4
1.1

13.8

11.2

12.6

14.0

12.6

14.7

公共施設の必
要性を見直し、
人口や税収に見
合った公共施設
の質・量にする
　35.4%

今ある公共施設は
必要なものなので、
現状維持を優先的
に考える
　9.7%

必要のない公共
施設は積極的に
統廃合、複合
化、機能の集約
などを推進する
　48.2%

無回答
　4.9%その他

　1.8％

複合化する施設
（機能）を限定す
れば、学校を複
合化してもよい
　45.9%

学校の複合化を
積極的に進めるべき
　22.3%

学校の複合化は
反対である
　23.3%

無回答
　7.2%その他

　1.3％

（％）

医療機能

高齢者支援機能

防災機能

教育文化機能

スポーツ機能

0 20 40 60 80 100

36.2

5.3

6.3

27.8

33.4

利用されていない施設や土地の全部
または一部を売却・賃貸して収入を得る

現在ある施設の統廃合を行う

現在ある施設の複合化による
機能集約を行う

国や県、近隣自治体と共同で
施設を整備・管理運営する

施設の整備・管理運営に
民間のノウハウや資金を活用する

0 20 40 60 80 100
（％）

56.6

22.5

25.4

39.8

41.4

《表１　過去１年間の公共施設の利用頻度》（抜粋）※端数処理の都合で、合計が100％にならないものがあります。

《表２　優先的に維持・確保すべき機能》（抜粋）

《表４　公共施設の更新費用の負担を減らす方策》（抜粋）

《表３　公共施設の整備（総量見直し）のあり方》

《表５　小中学校の複合化》
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参
加
者
は
、
市
か
ら
貸
与
し
た

歩
数
計
を
装
着
し
、
競
い
合
う
楽

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
日
々
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
で

は
、
随
時

暫
定
順
位

な
ど
を
市

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て

い
ま
す
。

【
9
月
】

11
日
・
最
高
齢
者
等
祝
福
訪
問

12
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
子
育
て
支
援
メ
ッ

セ
ー
ジ「
夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
」少
年
野
球
教
室
を
開
催

　
　

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー「
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
お
米
産
地
交
流
田
」

稲
刈
り
交
流
会

14
日
・「
い
ず
し
の
み
ら
い
」地
域
活
性

化
計
画
中
間
発
表

　
　

・「
但
馬
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」変
更

　
　

・「
第
6
回
沖
永
良
部
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」中
筋
小
の
結
果
報
告

会

16
日
・「Pepper

」お
披
露
目
会

19
日
・
韓
国
に
渡
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
写

真
展（
〜
10
月
3
日
）

　
　

・「
豊
岡
市
移
住
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
トT

O
Y
O
O
C
O
M
E

！
」ヒ

ア
リ
ン
グ
ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
開

催（
〜
21
日
、
25
〜
27
日
）

23
日
・
ト
ヨ
ン
和
尚
と
中
貝
市
長
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

25
日
・
地
方
創
生
戦
略
会
議

29
日
・
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市

民
講
演
会

【
10
月
】

1
日
・「
職
場
対
抗
〝
歩
キ
ン
グ
〞
選

手
権
」開
催（
〜
31
日
）

　
　

・「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
ク
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
合
橋
･
高
橋
･
資

母
小
）」を
実
施（
〜
6
日
）

2
日
・
モ
ン
ゴ
ル
国
友
好
訪
問
団
の
受

入
れ（
〜
7
日
）

5
日
・
高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

教
室（
7
日
）

6
日
・
学
校
整
備
審
議
会

3
回「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」写
真

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
最
優
秀

賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

も
っ
た
お
も
て
な
し
に
加
え
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ

れ
た
ペ
ッ
パ
ー
が
、
市
内
の
観
光

情
報
や
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ま
だ
子
ど
も
な
の
で
難
し
い

受
け
答
え
は
で
き
ま
せ
ん
が
…
」

と
語
っ
た
ペ
ッ
パ
ー
。
た
く
さ
ん

会
話
す
る
ほ
ど
話
が
う
ま
く
な
り
、

近
年
、
増
加
し
て
い
る
外
国
人
観

光
客
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
英
語

も
話
し
ま
す
。

　

現
在
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
て
、
人
と
ロ
ボ
ッ

ト
が
温
泉
街
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
16
日
、
城
崎
温
泉
さ
と
の

湯
前
で
、
対
話
が
で
き
る
人
型
ロ

ボ
ッ
ト「P

ペ

ッ

パ

ー

epper

」の
お
披
露
目

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
披
露
目
会
に
は
、
中
貝
市
長
、

平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
の
他
、
城
崎
温

泉
の
関
係
者
が
出
席
。
ペ
ッ
パ
ー

が「
城
崎
温
泉
に
よ
う
こ
そ
。
そ

よ
ぐ
柳
、
さ
ら
さ
ら
流
れ
る
大お

お

谿た
に

川
。
宿
は
客
間
、
道
は
廊
下
の
お

も
て
な
し
の
心
で
、
お
客
様
を
お

迎
え
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ペ
ッ
パ
ー
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
但
馬
空
港
の
飛
行
機
利
用
促
進

の
た
め
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た「
パ
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ー
ツ
･
ツ
ー
リ
ズ
ム
」推

進
の
一
環
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

城
崎
温
泉
な
ら
で
は
の
、
心
の
こ

〜
お
も
て
な
し
の
心
で
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
す
〜

 

城
崎
温
泉
の
観
光
案
内
に
人
型
ロ
ボ
ッ
ト「
ペ
ッ
パ
ー
」設
置

〜
歩
い
て
広
め
る
仲
間
の
輪
〜

豊
岡
市「
職
場
対
抗〝
歩あ

る

き

ん

ぐ

キ
ン
グ
〞選
手
権
」開
催

〜
教
育
の
原
点
は「
家
族
」で
す
〜

「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」写
真
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
決
定

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

10
月
1
日
、
第
1
回「
職
場
対

抗
〝
歩
キ
ン
グ
〞
選
手
権
」が
、

市
内
の
20
の
事
業
所
で
始
ま
り
ま

し
た
。
10
月
31
日
ま
で
の
1
カ
月

間
、
同
じ
職
場
の
5
人
1
組
が

チ
ー
ム
を
作
り
、
歩
い
た
合
計
歩

数
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

こ
の
選
手
権
は
、
働
く
世
代
の

運
動
習
慣
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と

本
市
が
推
進
す
る「
歩
い
て
暮
ら

す
ま
ち
づ
く
り
」の
さ
ら
な
る
浸

透
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
10
月
8
日
を「
と

よ
お
か
家
族
の
日
」、
10
月
を「
と

よ
お
か
家
族
の
月
間
」と
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
庭
･
学

校
･
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

分
担
し
、
教
育
の
原
点
で
あ
る
家

庭
教
育
機
能
の
向
上
を
目
指
す
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
育
ち
を
家
族
と
地
域
の
き
ず
な

で
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
第

▲ペッパー

▲会話するほど、話がうまくなる
ペッパー

▲最優秀賞 ｢見送るね!!ばあばあデイ
サービスへ｣（今井美穂さん） ▲市内の20の事業所が参加
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ポ
ン
ス
ニ
に
つ
い
て「『
環
境
に
優

し
い
農
業
を
し
な
さ
い
。
も
っ
と

湿
地
を
き
れ
い
に
し
な
さ
い
』と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
き
て

く
れ
た
」、
市
長
は
、
韓
国
で
初

と
な
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥

の
様
子
に
つ
い
て「
韓
国
の
人
々

の
喜
ぶ
顔
は
、
10
年
前
の
豊
岡
の

人
々
が
喜
ん
で
い
た
と
き
の
顔
と

同
じ
」と
語
り
、
2
人
は
豊
岡
と

韓
国
の
こ
れ
か
ら
の
10
年
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ト
ヨ
ン
和
尚
の「
韓

今
年
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
10

周
年
で
す
。
今
や
80
羽
以
上
が
空

を
飛
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
野
生
復

帰
を
支
え
、
同
時
に
コ
ウ
ノ
ト
リ

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
も
の

の
代
表
例
が「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

お
米
」で
す
。

栽
培
期
間
中
は
化
学
肥
料
を
一

切
使
わ
ず
、
農
薬
に
頼
ら
ず（
無

農
薬
又
は
75
％
カ
ッ
ト
）、
6
月

頃
に
田
ん
ぼ
か
ら
水
を
抜
く
中
干

し
を
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
に
足
が

生
え
る
ま
で
延
ば
す
等
々
。
そ
ん

な
条
件
を
満
た
し
た
も
の
だ
け
が

こ
の
名
前
を
使
え
る
仕
組
み
で
す
。

作
付
面
積
は
市
内
で
3
0
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
て
い
ま
す
。
国
内

で
大
人
気
の
米
に
な
り
ま
し
た
。

ミ
ラ
ノ
万
博
･
日
本
館
の
和
食

コ
ー
ナ
ー
で
使
わ
れ
て
い
る
米
は

す
べ
て
育
む
お
米
で
す
。
万
博
期

間
中
の
消
費
量
は
24
･
5
ト
ン
の

見
込
み
で
す
。

次
は
輸
出
で
す
。
実
は
5
年
ほ

ど
前
か
ら
、
三
井
物
産
、
東
邦
物

産
、
J
A
た
じ
ま
と
市
で
輸
出
の

勉
強
会
を
し
て
き
ま
し
た
。
東
邦

物
産
に
は
職
員
を
2
年
間
派
遣
し
、

海
外
も
含
め
食
糧
販
売
の
現
場
で

研
修
を
積
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

10
月
上
旬
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

そ
の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
日

本
食
材
の
展
示
会
を
視
察
し
、
参

加
者
や
市
内
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
情

報
交
換
、
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

育
む
お
米
の
酒
米
の
お
得
意
様

で
酒
造
会
社
の
本
田
商
店
か
ら

「
う
ち
も
出
展
し
て
い
る
。
豊
岡

も
出
て
お
い
で
」と
お
誘
い
を
受

け
ま
し
た
。
市
と
J
A
は
、
来
年

度
の
出
展
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ミ
ラ
ノ
へ
の
輸
出
も
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
夏
J
A
と
と
も
に
訪
問

し
た
際
、
親
交
を
深
め
た
三
井
物

産
ミ
ラ
ノ
支
店
の
方
か
ら「
万
博

の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
べ
き
だ
」

と
の
提
案
を
い
た
だ
き
、
パ
ッ
ク

ご
飯
の
試
験
販
売
が
始
ま
り
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
狙
い
ま
す
。

東
邦
物
産
か
ら
日
本
貿
易
振
興
会

（
ジ
ェ
ト
ロ
）へ
の
提
案
が
採
択
さ

れ
、
現
地
の
伊
勢
丹
ス
コ
ッ
ツ
店

で
試
験
販
売
が
始
ま
り
ま
す
。

共
同
会
見
で
の
記
者
の
質
問
。

「
な
ぜ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
？
」「
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
た
め
で

す
」と
中
貝
。「
や
ら
れ
っ
ぱ
な

し
の
ア
メ
リ
カ
に
逆
襲
を
」と
、

J
A
の
尾
﨑
組
合
長
の
お
答
え
で

し
た
。

輸
出
を
目
指
す
の
だ

96

　

韓
国
に
飛
ん
で
行
っ
た
2
羽
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
に「
ポ
ン
ス
ニ（
出
石

町
伊
豆
生
ま
れ
）」「
チ
ェ
ド
ン（
日

高
町
山
本
生
ま
れ
）」と
愛
称
を
つ

け
、
現
地
で
見
守
り
な
が
ら
写
真

を
撮
影
し
た
り
、
童
話
を
著
す
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
る
ト
ヨ
ン
和

尚（
韓
国
）。
9
月
23
日
、
同
氏
と

中
貝
市
長
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で
行
い
ま

し
た
。

　

ト
ヨ
ン
和
尚
は
、
ノ
ム
ヒ
ョ
ン

元
大
統
領
の
故
郷
に
舞
い
降
り
た

　

9
月
17
日
、
学
術
的
価
値
を
持

つ
地
球
活
動
遺
産
を
含
む
自
然
豊

か
な
公
園（
ジ
オ
パ
ー
ク
）の
現
状

や
課
題
を
、
ア
ジ
ア
各
国
が
話
し

合
う「
第
4
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ａ
Ｐ

Ｇ
Ｎ
）山
陰
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
、
市
民
会
館
で
開
会
さ
れ
ま
し

た
〔
閉
会
は
19
日（
鳥
取
市
）〕。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
2
年

に
1
度
開
催
さ
れ
、
国
内
で
の
開

催
は
初
。
22
の
国
･
地
域
の
ジ
オ

〜
ジ
オ
パ
ー
ク
の
現
状
や
課
題
を
国
際
共
有
〜

ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ａ
Ｐ
Ｇ
Ｎ
）山
陰
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
か
ら
10
年
、コ
ウ
ノ
ト
リ
が
日
韓
を
つ
な
ぐ
〜

ト
ヨ
ン
和
尚
と
中
貝
市
長
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催

パ
ー
ク
関
係
者
や
地
質
研
究
者
ら

約
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
地
球
科
学
減
災
課
長

パ
ト
リ
ッ
ク
･
マ
ッ
キ
ー
バ
ー
さ

ん
と
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
長
ニ
コ
ラ
ス
･
ゾ
ウ
ロ

ス
さ
ん
の
基
調
講
演
や
、
4
つ
の

テ
ー
マ
に
分
か
れ
た
分
科
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
市
民
広
場
で
は
、
ウ
エ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、

山
陰
海
岸
の
伝
統
芸
能
な
ど
を
披

露
。
ま
た
、
24
の
飲
食
店
が
協
力

し
た「
ジ
オ
ま
ち
バ
ル
Ｉ
Ｎ
豊
岡
」

で
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。▲市役所市民広場のウエルカム

パーティー

▲和やかに行われたトークセッショ
ン（左から中貝市長、トヨン和尚、
通訳）

国
に
渡
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
写
真

展
」の
解
説
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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第66回豊岡市美術展
　但馬地域最大の公
募展。今年は新豊岡
市誕生10周年にちな
んで｢合併10周年記念
賞｣が加わります（※
一般部門、高校部門
のみ）。
▼日時　10月30日（金）～11月３日（火・祝）
　　　　午前９時～午後６時
　　　　※11月３日は午後５時まで
▼場所　総合体育館
▼内容　○招待、一般、高校の部　
　　　　　絵画、書道、写真、彫刻・工芸
　　　　○児童・生徒の部（幼児、小・中学生）
　　　　　図画、習字
　　　　○特別招待作家、審査員作品展示

《問合せ》文化振興課☎23-1160

仲田光成記念 第15回豊岡全国かな書展
　全国各地から応募のあった作品の中から入選
と入賞作品を展示します。15回記念特別企画と
して楽しい絵てがみの展示も行います。
▼日　時　11月13日（金）～15日（日）
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　※11月15日は午後４時まで
▼場　所　総合体育館
▼その他　豊岡総合高等学校書道部と受賞者が

書の実演（席
せきじょ う き ご う

上揮毫）。来場者先着
180人にプレゼントを進呈します〔11
月14日（土）午後３時～４時〕。

表彰式
▼日　時　11月15日（日）午後１時～２時30分
▼場　所　じばさんTAJIMA　２階
　　　　　多目的ホール
▼内　容　受賞者に賞状と記念楯

たて

を贈呈
《問合せ》竹野振興局地域振興課☎47-1111

秋恒例！　｢関西文化の日｣事業
博物館・美術館・資料館を無料開放します

日　程 対象施設 開館時間 主な展示内容

11月１日（日）
　～30日（月）

東井義雄記念館
☎54-1000

10：00～16：00
※休：毎週火曜、
11/23（祝）

｢いのちの教育｣の実践・探究者、東井義雄先
生の少年期から晩年までをたどるパネル展示。
書籍・遺墨販売。紹介DVD（東井義雄の生涯）

11月７日（土）
　・８日（日）

日本・モンゴル民族博
物館
☎56-1000

９：30～17：00

移動式住居ゲルの再現を中心に、自然と共に生
き、遊牧民を営むモンゴルの人々の暮らしを紹
介。企画展｢－自然からのおくりもの－丹後の
藤織り｣を開催中

歴史博物館
｢但馬国府・国分寺館｣
☎42-6111

９：00～17：00

但馬国府跡や但馬国分寺跡を中心とした豊岡
市の歴史を、出土した資料などをもとに紹介。
特別展｢歴史どうぶつえん－暮らしの中の動物
たち－｣を開催中

11月14日（土）
　・15日（日）

いずし古代学習館
☎52-7100 ９：00～17：00 出石町内から出土した遺物を、テーマ別に分か

りやすく展示。勾
ま が

玉
た ま

作りなどの体験学習

コウノトリ文化館
☎23-7750 ９：00～17：00

観察デッキから公開ケージのコウノトリを観
察。コウノトリの絶滅と保護活動、豊岡盆地の
自然と文化についての展示。入館無料の施設。
期間中コウノトリ缶バッジをプレゼント（子ど
ものみ）

11月15日（日）加藤弘之生家☎52-4441（日曜日のみ） 10：00～15：00 東京大学初代総理加藤弘之の生家および関連
常設展

11月15日（日）
　・16日（月）

住吉屋歴史資料館
☎47-1555 ９：00～17：00

愛称『御用地館』。北前船船主であった住吉屋所
蔵の資料と、日本かな書道の重鎮と呼ばれる竹
野町出身の書家・仲田光

こう

成
せい

の作品を常設展示

※閉館30分前までに入館してください。詳細は、各施設に問い合わせてください。
※関西文化の日ホームページ｢関西文化.com｣　http://www.kansaibunka.com/bunkanohi/

｢関西文化の日｣は11月の定めた期間に関西２府８県内の博物館・美術館・資料館に無料で入館で
きる日です。市内では次の施設を無料開放します。

第65回美術展の様子
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北
但
ご
み
処
理
施
設（
名
称
・

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
）建
設
工

事
現
場
の
第
2
回
現
場
見
学
会
を

実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
15
日（
日
）午
前
10

時
〜
11
時
▽
午
後
2
時
〜
3
時

▼
対
象
　
構
成
市
町（
豊
岡
市
、

香
美
町
、
新
温
泉
町
）に
居
住

す
る
住
民

▼
定
員
　
午
前
・
午
後
　
各
47
人

　
※
先
着
順

▼
申
込
期
限
　
11
月
6
日（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
※
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
込
書

は
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
　
当
日
は
旧
森
本
中
学

校
に
集
合
し
た
後
、
当
組
合
の

手
配
し
た
バ
ス
で
建
設
工
事
現

場
に
移
動
し
ま
す
。
集
合
場
所

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
団
体
で
参
加
す
る
方

は
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　﹇
注
意
﹈
直
接
自
家
用
車
で
の

建
設
工
事
現
場
へ
の
乗
り
入
れ

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
《
申
込
み
・
問
合
せ
》
北
但
行
政

事
務
組
合
☎
24

－

5
5
0
4

　
FAX 

24

－

6
6
5
0

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

　
　
　
　
　
　
　hokutan.jp/

北
但
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事

現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

平成28年４月から
家庭ごみの収集区分が
６分別から９分別に

▲５月10日に開催した第１回現場見学会

新ごみ処理施設の稼働に伴い、本市の家庭ごみ収
集区分が６分別から９分別に変わります。適正にご
みを出すことで、再資源化できるものが増え、二酸
化炭素の削減やごみ処理経費の削減にもつながりま
す。ご協力をお願いします。

《問合せ》生活環境課☎23 5304

※指定袋に入らない「燃やすごみ」「燃やさないごみ」は｢粗大ごみ｣で出してください。
※今まで裁断をお願いしていた布団などは、裁断せずそのまま｢粗大ごみ｣で出してください。
※硬さに関係なく、プラスチック製品は｢燃やすごみ｣で出してください。
※新しい分別冊子を広報とよおか２月号（平成28年１月25日発行）と一緒に配布する予定です。

分別区分 排出方法 分別区分 排出方法 備考

①燃やすごみ 指定袋・
ステッカー ①燃やすごみ 指定袋

現行 ｢燃やさないご
み｣の硬いプラスチッ
ク製品が加わる。

②燃やさないごみ 指定袋・
ステッカー

②粗大ごみ ステッカー ３辺の合計は３mま
でとする。

③蛍光管 割れないよう
紙等で包む

指定袋に入れず購入
時の包装や新聞等で
包む。

④乾電池類 透明袋 指定袋に入れず透明
な袋に入れる。

⑤燃やさないごみ 指定袋
｢刃物類｣は指定袋に
入れず透明な袋で中
身を表示する。

③びん・かん 指定袋・
コンテナ ⑥びん・かん 指定袋・

コンテナ
１辺が20cm以上のか
んは ｢燃やさないご
み｣で出す。

④ペットボトル 指定袋・
コンテナ ⑦ペットボトル 指定袋・

コンテナ ラベルをはがす。

⑤プラスチック製
　容器包装 指定袋 ⑧プラスチック製

　容器包装 指定袋 変更ありません。

⑥紙製容器包装 指定袋 ⑨紙製容器包装 指定袋 変更ありません。

「
燃
や
さ
な
い
ご
み

の
日
」
に
出
す

《現行》 《変更後》
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平
成
28
年

4
月
か
ら
の

保
育
園
入
園

申
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。
産
前
・
産
後
、
育

児
休
業
復
帰
な
ど
で
、
年
度
途
中

に
入
園
を
希
望
す
る
方
も
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ど
の
地
域
の

保
育
園
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

※
森
本
へ
き
地
保
育
園
は
竹
野
南

小
学
校
区
在
住
の
児
童
の
み

▼
対
象　

市
内
に
住
民
登
録
さ
れ

て
お
り
、
保
護
者
の
労
働
や
病

気
な
ど
で
、
保
育
園
で
の
保
育

が
必
要
な
就
学
前
の
児
童（
出

生
前
の
児
童
を
含
む
）

▼
申
込
方
法　

11
月
2
日（
月
）か

ら
、
こ
ど
も
育
成
課
、
各
振
興

局
地
域
振
興
課
、
市
内
各
保
育

園
で
配
布
す
る
申
込
書
類
を
い

ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
転
入
予
定
の
方
、
本
市
以
外
の

保
育
園
に
入
園
希
望
の
方
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

11
月
9
日（
月
）〜

30
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▼
入
園
内
定　

平
成
28
年
1
月
中

旬
に
面
接
、
2
月
中
旬
に
入
園

内
定
予
定

※
新
規
申
込
者
が
多
数
の
場
合
、

入
園
制
限
を
行
う
場
合
あ
り

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
22

－

4
4
5
2
ま
た
は
各
保

育
園

　

平
成
28
年
度
の
市
立
幼
稚
園
入

園
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
22
年
4
月
2
日
〜

24
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
、
園

区
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

児
童

▼
申
込
方
法　

11
月
上
旬
に
各
家

庭
に
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
の
方
は
、
各
幼
稚

園
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
特
別
の
事
情
で
、
指
定
園
の
変

更
を
希
望
す
る
方
、
転
入
・
転

居
予
定
の
方
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

11
月
9
日（
月
）〜

30
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※
保
育
の
都
合
上
、
午
後
2
時
〜

4
時
の
申
込
受
付
と
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

平
成
28
年
度
は
保
育

料
の
上
限
が
月
額
5
5
0
0
円

か
ら
6
8
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
22

－

4
4
5
2
ま
た
は
各
市

立
幼
稚
園

園
と
保
育
園
の
役
割
を
併
せ
持
ち
、

小
学
校
就
学
前
の
児
童
に
対
す
る

保
育
や
教
育
、
保
護
者
に
対
す
る

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す

る
施
設
で
す
。

▼
対
象

①
長
時
間
児（
保
育
園
児
）　

保
育

園
の
対
象
児
童
と
同
じ

②
短
時
間
児（
幼
稚
園
児
）　

原
則
、

園
区
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
お

り
、
入
園
対
象
年
齢
に
該
当
す

る
児
童

▼
申
込
方
法

①
長
時
間
児　

11
月
2
日（
月
）か

ら
、
こ
ど
も
育
成
課
、
各
振
興

局
地
域
振
興
課
、
市
内
各
認
定

こ
ど
も
園
で
配
布
す
る
申
込
書

類
を
希
望
の
園
に
提
出
し
て
く

平
成
28
年
度
　
保
育
園
・
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
児
募
集

市
立
幼
稚
園

保
育
園

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
の
認
定
こ

ど
も
園
入
園
申
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚

だ
さ
い
。

②
短
時
間
児　

11
月
上
旬
に
各
家

庭
に
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
の
方
は
、
各
園
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
転
入
予
定
の
方
、
本
市
以
外
の

認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
希
望
の

方
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

11
月
9
日（
月
）〜

30
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※
こ
う
の
と
り
認
定
こ
ど
も
園
の

②
は
、
園
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い（
①
は
上
記
内
容
に
準

じ
ま
す
）。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
22

－

4
4
5
2
ま
た
は
各
認

定
こ
ど
も
園

地域 保　育　園　名 対　象

豊岡

〔市立〕西保育園
〔私立〕豊陵保育園 ６カ月～就学前児童

〔私立〕チャイルドハウス保育園 ３カ月～就学前児童
〔私立〕テラスハウス保育園 ２カ月～２歳児
〔私立〕アートチャイルドケア豊岡

こうのとり保育園 ２カ月～就学前児童

竹野〔市立〕森本へき地保育園 ３歳～就学前児童

日高〔私立〕八代・蓼川・蓼川第二・静修保育園 ６カ月～就学前児童

出石〔私立〕出石愛育園・小坂保育園 ４カ月～就学前児童

認定こども園名
対　象

長時間児
（保育園児）

短時間児
（幼稚園児）

市
立

八条認定こども園

６カ月～
就学前児童

４･５歳児

港認定こども園

竹野認定こども園

合橋認定こども園

高橋認定こども園 11カ月～
就学前児童資母認定こども園

私
立

城崎こども園

６カ月～
就学前児童

こくふこども園

みかたの森こども園

きよたき認定こども園

おもしろたのし
みえこども園 ３カ月～

就学前児童こうのとり認定
こども園 ３～５歳児

認
定
こ
ど
も
園
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保
護
者
の
就
労
な
ど
で
、
放
課

後
留
守
家
庭
児
童
の
健
全
な
育
成

と
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

詳
細
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ

や
申
込
用
紙
な
ど
は
、
こ
ど

も
育
成
課
、
各
振
興
局
地
域

振
興
課
、
お
よ

び
各
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
あ

り
ま
す
。

▽
対
象

　

市
内
の
小
学
校
に
就
学
す

る
放
課
後
留
守
家
庭
児
童
で
、

1
年
を
通
し
て
利
用
を
希
望

す
る
方
。

※
育
児
休
業
復
帰
や
仕
事
を

始
め
る
予
定
の
方
な
ど
で
、

年
度
途
中
か
ら
の
利
用
を

希
望
す
る
方
も
可

※
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合

は
、
幼
稚
園
児（
認
定
こ
ど

も
園
の
幼
稚
園
児
と
平
成

24
年
度
以
降
、
2
年
制
保

育
と
な
っ
た
幼
稚
園
の
4

歳
児
は
除
く
）も
可

平
成
28
年
度 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
者
募
集

▽
利
用
時
間

　

小
学
校
の
下
校
時
か
ら
午
後
6

時
30
分
ま
で

※
幼
稚
園
児
は
、
午
後
4
時
ま
で

▽
申
込
期
間

　

11
月
9
日（
月
）〜
30
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く

※
申
込
用
紙
は
11
月
2

日（
月
）か
ら
配
布

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
29

－

0
0
5
3

名　称 開設場所（予定）
豊岡放課後児童クラブ 豊岡めぐみ幼稚園
豊岡第２放課後児童クラブ 豊岡ひかり幼稚園

八条放課後児童クラブ 八条放課後児童ク
ラブ

八条第２放課後児童クラブ 八条小学校
三江放課後児童クラブ 旧三江幼稚園
五荘放課後児童クラブ 五荘奈佐幼稚園
五荘第２放課後児童クラブ 旧五荘公民館
田鶴野放課後児童クラブ 田鶴野小学校
新田放課後児童クラブ 新田幼稚園
中筋放課後児童クラブ 中筋小学校
神美放課後児童クラブ 神美幼稚園
神美第２放課後児童クラブ 神美小学校
港東放課後児童クラブ 旧港西幼稚園
港西放課後児童クラブ 旧港西幼稚園
奈佐放課後児童クラブ 奈佐小学校
城崎放課後児童クラブ 城崎こども園
竹野放課後児童クラブ 竹野小学校

名　称 開設場所（予定）
中竹野放課後児童クラブ 中竹野ふるさと館
竹野南放課後児童クラブ 竹野南小学校

府中放課後児童クラブ 府中小学校

八代放課後児童クラブ 八代小学校
日高放課後児童クラブ 日高小学校
日高第２放課後児童クラブ 日高幼稚園
静修放課後児童クラブ 静修小学校
三方放課後児童クラブ 三方小学校
清滝放課後児童クラブ 旧清滝幼稚園
弘道放課後児童クラブ 出石幼稚園
福住放課後児童クラブ 福住幼稚園
寺坂放課後児童クラブ 寺坂幼稚園
小坂放課後児童クラブ 小坂幼稚園
小野放課後児童クラブ 小野幼稚園
合橋放課後児童クラブ 合橋小学校
高橋放課後児童クラブ 高橋小学校
資母放課後児童クラブ 旧資母幼稚園

※利用希望児童数により開設できない場合があります。

〈放課後児童クラブ一覧〉

もったいない川柳応募作品紹介（氏名またはペンネーム･敬称略）
人
い
な
い
部
屋
で
エ
ア
コ
ン
も

っ
た
い
な
い 

（
武
藤
哲
）

も
っ
た
い
な
い
工
事
や
た
ら
と

年
度
末 

（
臨
海
和
笑
）

生
ゴ
ミ
も
土
に
戻
せ
ば
活
き
返

る 

（
村
尾
い
つ
子
）

便
利
な
世
も
っ
た
い
な
く
も
生

か
さ
れ
て 

（
村
尾
肇
）

余
り
物
も
っ
た
い
な
い
と
い
う

昭
和 

（
村
尾
八
恵
子
）

一
年
間
着
て
な
い
だ
け
で
ゴ
ミ

に
さ
れ 

（
本
木
和
彦
）

辛
抱
の
中
で
浪
費
も
消
え
て
ゆ

く 

（
盛
重
力
哉
）

万
物
に
命
与
え
る
も
う
一
度

 

（
森
下
誠
）

母
の
手
は
ほ
ど
い
て
作
る
愛
情

 

（
森
本
七
重
）

と
ぎ
汁
を
植
木
に
あ
げ
て
よ
く

育
つ 

（
矢
熊
久
美
子
）

丁
寧
に
と
こ
と
ん
使
う
思
い
や

り 

（
か
み
ふ
う
せ
ん
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

自
分
の
人
生
好
き
な
こ
と
や
っ
と

か
な
い
と
も
っ
た
い
な
い 

（
A
）

節
電
が
地
球
を
救
う
1
つ
だ
よ

 

（
匿
名
）

再
利
用
古
い
タ
オ
ル
は
ぞ
う
き

ん
に 

（
榎
木
野
乃
）

捨
て
な
い
で
自
分
の
未
来
を
考

え
よ
う 

（
岡
菜
々
恵
）

ゴ
ミ
箱
に
目
を
向
け
る
事
で
歩

む
エ
コ 

（
岡
田
哲
明
）

◆
一
般
の
部

職
安
に
使
え
る
僕
が
捨
て
て
あ

る 

（
カ
ー
ル
）

見
な
い
の
に
何
で
付
け
て
る
そ

の
テ
レ
ビ 

（
眞
鍋
信
二
）

レ
シ
ー
ト
の
裏
メ
モ
書
き
に
用

果
た
す 

（
道
）

電
気
代
も
っ
た
い
な
い
と
布
団

き
る 

（
丸
尾
カ
ヨ
）

レ
ジ
袋
緊
急
時
は
お
む
つ
カ
バ

ー 

（
丸
尾
文
子
）

捨
て
る
前
功
績
た
た
え
熟
慮
す

る 

（
三
浦
健
司
）

ご
み
種
わ
け
エ
コ
に
め
ざ
め
て

う
ま
く
な
り 

（
と
し
ち
ゃ
ん
）

命
あ
る
す
べ
て
の
物
に
感
謝
す

る 

（
三
江
澄
子
）

こ
の
汗
を
仕
事
に
流
し
明
日
を

向
く 

（
三
江
登
）

も
っ
た
い
な
い
祖
母
は
我
が
家

の
マ
ー
タ
イ
さ
ん 

（
颯
爽
）

リ
サ
イ
ク
ル
節
電
・
節
約
ア
ー

ス
デ
ー 

（
三
木
道
子
）

も
っ
た
い
な
い
ち
っ
ち
ゃ
な
こ

と
の
つ
み
重
ね 

（
右
田
俊
郎
）

守
る
ん
だ
地
球
環
境
再
利
用

 

（
水
野
源
夫
）

違
う
の
よ
！「
も
っ
た
い
な
い
」は

「
ケ
チ
」じ
ゃ
な
い 

（
U
K
E
A
）

テ
レ
ビ
消
し
一
家
団
ら
ん
エ
コ

話
す 

（
ハ
タ
谷
の
栃
）

裏
白
い
折
り
込
み
チ
ラ
シ
メ
モ

用
紙 

（
の
ん
）
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　市長が「豊岡のまちづくり」について語ります。
　あなたの「豊岡への熱い思い」を、ぜひ、聞かせ
てください。
　参加資格は女性であること。気軽にお越しくだ
さい。
▼対象　市内在住、在勤または在学の女性（おお
むね16歳以上）

▼内容　市長が豊岡市のまちづくりなどについて
話した後、皆さんの感想を聞き、意見交換しま
す。市長の話以外の質問・提言も伺います。

 《開催日時・場所》

※城崎・出石・但東地域では、平成28年１月に開催
予定。広報とよおか12月号でお知らせします。

～市長と語る～ 女性いきいきトーク 参加者募集

市長と豊岡のまちづくりを語りませんか

▼募集人数　各会場30人程度
▼申込方法　住所、氏名、連絡先を秘書広報課
に電話、ファクス、またはメールで申し込ん
でください。
▼申込期限　開催日の10日前
《申込み・問合せ》 秘書広報課
　☎23－1114　FAX24－1004
　メールアドレスkouhou@city.toyooka.lg.jp

前回の様子（平成26年２月18日・本庁舎）

地域 日にち 時間 場所
竹野 12月11日（金）

19：00
 ～20：30

竹野庁舎（１階大会議室）
豊岡 12月15日（火） 豊岡稽古堂（３階交流室３－１）

日高 12月17日（木） 日高農村環境改善センター
（２階大会議室）

防災行政無線から
全国瞬時警報システムの訓練放送を実施します

　Jアラートの報知音等の合図が発せられたら、その場で約１分間
｢安全確保行動（まず低く、頭を守り、動かない）｣ を取ってくださ
い。安全確保行動とは、地震の揺れに伴う落下物や飛来物から、頭
や身体を守る行動のことです。
①まず低く　上からの落下物を避けられる場所で低い姿勢を取ります。
②頭を守り　落下物や飛来物から頭を守れるよう、机の下に避難したり腕で頭を守ります。
③動かない　１分間はじっと動かないでいます。

【注意】 今回の訓練放送は、全国一斉に実施されるものです。
　　　 気象・地震活動の状況等で、訓練用の緊急地震速報の放送を中止することがあります。

《問合せ》 防災課☎23－1111

【11月５日放送内容（気象庁発信）】
上り４音チャイム

下り４音チャイム
緊急地震速報チャイム音

｢これは訓練です。大地震です。大地震です。これで訓練放送を終わります。｣ 

【11月25日放送内容（内閣官房発信）】
上り４音チャイム

下り４音チャイム
｢これはテストです。｣ ×３回

｢こちらは、ぼうさいとよおかしです。｣

　（豊岡市全地域対象） 11月５日（木）午前10時ごろ・25日（水）午前11時ごろ
　市では、下記のとおり防災行政無線で、全国瞬時警報システム（Jアラート）の訓練放
送をします。各家庭等の戸別受信機と屋外拡声器から、最大音量で次の内容が一斉に放
送されます。
　市民の皆さんは、戸別受信機の受信状況と、緊急地震速報を見聞きしたときの安全確
保行動を確認してください。
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平
成
28
年
度
交
通
災
害
共
済
加
入
者
を
募
集

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
や
傷
害
な
ど
に
対
策
を

　

交
通
災
害
共
済
は
、
県
内
の
市

町
が
共
同
で
設
立
し
た
組
合
が
運

営
し
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
や

傷
害
な
ど
に
対
し
て

見
舞
金
を
支
給
す
る

共
済
制
度
で
す
。
万

が
一
に
備
え
て
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

▼
加
入
資
格　

市
内
在
住
、在
勤
、

ま
た
は
在
学
の
方

▼
共
済
掛
金　

1
人
5
0
0
円

▼
共
済
期
間　

平
成
28
年
4
月
1

日
〜
29
年
3
月
31
日

▼
対
象　

国
内
の
道
路
な
ど
で
、

自
転
車
・
自
動
車
な
ど
に
乗
っ

て
い
て
衝
突
、
接
触
、
転
落
す

る
、
ま
た
は
歩
行
中
こ
れ
ら
の

乗
り
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ

か
れ
た
事
故

▼
加
入
方
法

【
口
座
振
替
者
の
継
続
加
入
】

　

振
替
口
座
の
登
録
が
完
了
し
て

い
る
方
に
は
、
組
合
か
ら
直
接

「
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
」の
は
が

き
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
本
年
度
の

加
入
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
確
認
の
上
、
12
月
28
日（
月
）

ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
に
変
更
な
し
…
手
続
き
不

要
▽
内
容
に
変
更
あ
り（
追
加
加
入
・

脱
退
な
ど
）…
加
入
状
況
変
更

届
を
提
出

※
住
所
変
更
を
し
た
方
も
加
入
状

況
変
更
届
の
提
出
が
必
要

▽
口
座
変
更
…
通
帳
と
届
出
印
を

持
参
し
、
口
座
振
替
届
出
書
を

提
出

▽
口
座
振
替
日　

平
成
28
年
2
月

29
日（
月
）

【
現
金
加
入
者
の

継
続
加
入
と
新
規
加
入
】

　

本
年
度
の
加
入
者
で
振
替
口
座

の
登
録
が
完
了
し
て
い
な
い
方
に

は
、
組
合
か
ら
直
接
、
継
続
加
入

の
お
願
い
と
加
入
申
込
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
継
続
加
入
さ
れ
る
方

は
申
込
書
と
、
次
の
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
加
入
の
方
も

次
の
も
の
を
持
参

の
上
、
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

・
共
済
掛
金（
5
0
0
円
×
加
入

者
数
）

・
口
座
振
替
す
る
金
融
機
関
の
通

帳
と
届
出
印（
口
座
振
替
は
平

成
29
年
度
か
ら
）

▼
そ
の
他

・
各
種
届
出
用
紙
お
よ
び
申
込
書

は
問
合
せ
窓
口
で
交
付

・
加
入
者
証
は
、
組
合
か
ら
直
接

加
入
者
に
送
付

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

　

☎
21

－

9
0
0
1
ま
た
は
各
振

興
局
市
民
福
祉
課

等級 災害の程度 見舞金額
１ 死亡 100万円
２ 入院治療151日以上の場合 20万円
３ 治療実日数121日以上、内入院治療61日以上の場合 12万円
４ 治療実日数91日以上の場合 10万円
５ 治療実日数61日以上の場合 ８万円
６ 治療実日数31日以上の場合 ６万円
７ 治療実日数７日以上の場合 ５万円
８ 治療実日数３日以上の場合 ４万円

《災害の程度と見舞金額》

※自動車安全運転センター所長の交通事故証明書が得られない場合の見舞金は
５等級を限度とする。ただし、死亡の場合は2等級を支給する。

◆入居資格  次の要件を全て満たす方
◇現に同居し、または同居しようとする親族があ
る（単身不可）。

◇入居者および同居者の合計収入が基準内である。
　一般世帯　収入月額158,000円以下
　裁量階層　収入月額214,000円以下
※収入月額とは、（世帯全員の年間総所得金額－
控除合計金額）÷12カ月

※裁量階層世帯とは、高齢者世帯、障害者世帯、
小学校就学前の子がいる世帯など

◇現に住宅に困窮していることが明らかである。
◇市町村税等を滞納していない。
◇入居する方が暴力団員などでない。
◇連帯保証人を準備できる（要件あり）。
◆申込み　建築住宅課住宅管理係または各振興局
地域振興課

塩津住宅、赤野住宅
入居者を募集中（随時募集）
　入居希望者を先着順で受け付けます。その他
の住宅でも随時申込みを受け付けています。

《問合せ》建築住宅課☎21－9018

中心市街地に近く
生活に便利！

◇所在　 塩津町10－10他
◇戸数　 ３戸
◇建設　 昭和56年、59年
◇間取り ３DK（単身不可）

自然を感じながら
ゆとりの一戸建て

◇所在　 但東町中山197-4
◇戸数　 １戸
◇建設　 平成14年
◇間取り ３DK（単身不可）

塩津住宅

赤野住宅
家賃 20,300円～

家賃 22,900円～
但東町に単身者用住宅がありますので問い合
わせてください。



広報とよおか 2015（平成27）年11月号　 12

■児童虐待とは
▽身体的虐待　殴る、蹴る、
たたく、投げ落とす、激し
く揺さぶる、やけどを負わ
せる、溺れさせるなど

▽性的虐待　子どもへの性的行為、性的行為を
見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど

▽ネグレクト　家に閉じ込める、食事を与えな
い、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、
重い病気になっても病院に連れて行かないなど
▽心理的虐待　言葉による脅し、無視、きょう
だい間での差別的扱い、子どもの目の前で家
族に対して暴力をふるう（DV）など

■児童相談所や市に連絡を
▽虐待を受けたと思われる
子どもがいたら
▽自身が出産や子育てに悩
んだら
▽子育てに悩む親がいたら
《相談窓口》
○こども育成課☎21－9033
○兵庫県豊岡こども家庭センター（児童相談室）
　☎22－4314
○児童虐待24時間ホットライン（夜間・休日）
　☎22－9119
○全国共通ダイヤル☎0570－064－000

　児童相談所全国共
通ダイヤルが７月１
日から３桁の番号に
なりました。
　189に電話し、ガイ
ダンスどおりに操作
すると、近くのこど
も家庭センター（児童
相談室）につながり、
専門家が対応します。

　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
隔月で奇数月号に掲載します。
《問合せ》農林水産課☎23‒1127

こちら鳥獣害対策員です！⑬
～鉄砲での捕獲（その3）～

用
し
ま
す
。

　

前
号
に
引
き
続
き
、
鉄
砲
で
の

シ
カ
の
捕
獲
活
動
の
手
順
を
、
シ

カ
捕
獲
専
任
班
の
活
動
を
例
に
紹

介
し
ま
す
。

　

捕
獲
日
前
日
に
は
、
捕
獲
地
の

下
見
に
も
う
一
度
出
掛
け
ま
す
。

こ
の
下
見
は
シ
カ
に
気
付
か
れ
な

い
よ
う
に
慎
重
に
行
い
ま
す
。
シ

カ
が
当
日
の
捕
獲
時
に
ど
こ
で
寝

て
い
る
か
を
こ
の
下
見
で「
見
切

り
」ま
す
。
見
切
り
が
で
き
た
ら

捕
獲
地
の
地
図
を
作
り
、
作
戦
を

練
り
ま
す
。
地
形
図
を
2
種
類
の

大
き
さ
に
コ
ピ
ー
し
、
小
さ
い
も

の
は
班
員
に
配
布
し
、
大
き
い
も

の
は
当
日
の
作
戦
会
議
の
際
に
使

　

捕
獲
日
当
日
の
集
合
場
所
は
、

捕
獲
地
の
近
所
を
避
け
ま
す
。
猟

犬
の
声
が
聞
こ
え
る
と
シ
カ
が
逃

げ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

一
般
的
な
狩
猟
で
作
戦
会
議
を

開
く
猟
隊
は
ま
れ
で
す
が
、
本
市

の
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
は
効
率
良
い

捕
獲
を
す
る
た
め
に
、
地
図
を
掲

示
し
て
み
ん
な
で
作
戦
を
確
認
し

ま
す
。
参
加
者
の
体
調
、
天
候
、

風
向
き
な
ど
を
考
慮
し
て
、
人
員

の
割
り
当
て
を
決
定
し
ま
す
。
そ

し
て
人
家
や
公
共
施
設
の
位
置
な

ど
、
安
全
上
注
意
す
べ
き
点
を
確

認
し
合
い
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
身
体

を
温
め
て
、
い
ざ
捕
獲
へ
！

　
　
　

〜
つ
づ
く
〜

捕
獲
日
前
日

捕
獲
日
当
日（
作
戦
会
議
）

▲捕獲日当時の作戦会議

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。「もしかして」あなたが救う小さな手
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
76

　
〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
旅
行
申
込
み
に
は
要
注
意
〜

　

最
近
は
、
国
内
・
海
外
旅
行
の

宿
泊
予
約
で
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、

情
報
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
」の
検
索
方

法
か
ら
予
約
手
配
へ
の
流
れ
は
、

ど
こ
の
サ
イ
ト
も
同
じ
よ
う
な
手

順
で
す
。
し
か
し
、
契
約
当
事
者

や
予
約
サ
イ
ト
の
運
営
事
業
者
の

違
い
で
適
用
法
令
が
変
わ
り
、
日

本
の
各
法
令
の
適
用
を
受
け
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
利
用
す
る
場

合
は
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
連
絡

が
取
れ
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
な
い
た
め
に
、
細
か
い
部
分

に
ま
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

宿
泊
予
約
サ
イ
ト
利
用
時
の

　
　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

▼
国
内
事
業
者
か
海
外
事
業
者
か

を
確
認

　

予
約
サ
イ
ト
運
営
会
社
の
拠
点

が
ど
こ
に
あ
る
か
、
サ
イ
ト
画
面

内
に
あ
る「
会
社
概
要
」「
企
業
情

報
」な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
内
事
業
者
で
あ
れ
ば
、
契
約

に
は
日
本
の
法
令
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
海
外
に
拠
点
が
あ
る
事
業
者

は
、
旅
行
業
法
は
も
ち
ろ
ん
、
日

本
の
各
法
令
の
適
用
を
受
け
な
い

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
時

は
提
示
さ
れ
た
条
件
や
利
用
規
約

に
、
十
分
な
理
解
と
覚
悟
が
必
要

で
す
。

▼
国
内
事
業
者
の
場
合
、
事
業
者

の
タ
イ
プ
を
確
認

　

確
認
の
ポ
イ
ン
ト
は「
旅
行
会

社
か
、
宿
泊
施
設
か
、
広
告
業
者

や
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
会
社
か
」

で
す
。

　

旅
行
会
社
と
の
契
約
は
旅
行
契

約
と
な
り
、
旅
行
業
法
と
旅
行
業

法
約
款
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
宿
泊
契
約
は
基
本
的
に
宿

泊
施
設（
ホ
テ
ル
や
旅
館
等
）と
直

接
行
っ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
宿

泊
条
件
や
キ
ャ
ン
セ
ル
時
の
扱
い

な
ど
は
、
宿
泊
施
設
が
提
示
す
る

宿
泊
契
約
の
範
囲
で
扱
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
困
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
く
ら
し

の
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

▲クマさん歩きをする園児

玄げ
ん

さ
ん
、
こ
れ
、
何な

ん

の
写し

ゃ
し
ん真

か
分わ

か
る
？

お
！「
運う

ん
ど
う
あ
そ

動
遊
び
」で
ク
マ
さ

ん
歩あ

る

き
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

じ
ゃ
な
。
こ
れ
を
い
っ
ぱ
い
し
て

お
っ
た
ら
、
体か

ら
だ

を
支さ

さ

え
る
力ち

か
ら

が
し

っ
か
り
身み

に
付つ

く
ん
じ
ゃ
よ
。

「
運う

ん
ど
う
あ
そ

動
遊
び
」っ
て
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
？

豊と
よ

岡お
か

市し

で
は
、
全す

べ

て
の
保ほ

育い
く

園え
ん

や
幼よ

う

稚ち

園え
ん

で「
柳や

な
ぎ

沢さ
わ

運う
ん

動ど
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
取と

り
入い

れ
な
が

ら
、
体か

ら
だ

を
動う

ご

か
し
た
遊あ

そ

び
を
た
く

さ
ん
し
と
る
ん
じ
ゃ
。
ク
マ
さ
ん

歩あ
る

き
は
、
そ
の「
柳や

な
ぎ

沢さ
わ

運う
ん

動ど
う

プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
、
特と

く

に
代だ

い

表ひ
ょ
う

的て
き

な
動う

ご

き
じ
ゃ
な
。

へ
ぇ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。

運う
ん
ど
う
あ
そ

動
遊
び
を
し
て
何な

に

か
い
い

こ
と
が
あ
る
の
？

お
、
い
い
質し

つ
も
ん問
じ
ゃ
。
実じ

つ

は
、

子こ

ど
も
の
こ
ろ
の
体か

ら
だ

を
動う

ご

か

し
た
遊あ

そ

び
は「
体か

ら
だ

」だ
け
で
な
く

「
脳の

う

」や「
心こ

こ
ろ

」も
育そ

だ

て
て
い
く
ん
じ

ゃ
。
し
か
も
、
運う

ん
ど
う動
を
す
る
と
感か

ん

情じ
ょ
う

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
脳の

う

の
部ぶ

分ぶ
ん

も
刺し

激げ
き

さ
れ
る
ん
じ
ゃ
。
運う

ん
ど
う動

遊あ
そ

び
は
楽た

の

し
か
っ
た
か
な
？

う
ん
！　
友と

も
だ
ち達
や
先せ

ん
せ
い生
と
一い

っ

緒し
ょ

に
遊あ

そ

ん
で
楽た

の

し
か
っ
た
よ
。

そ
う
や
っ
て
人ひ

と

と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力ち

か
ら

や
体か

ら
だ

の

力ち
か
ら

も
育そ

だ

て
と
る
ん
じ
ゃ
よ
。

い
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
だ
ね
。

運う
ん
ど
う
あ
そ

動
遊
び
っ
て
保ほ

育い
く

園え
ん

や
幼よ

う

稚ち

園え
ん

で
し
か
や
っ
て
な
い
の
？

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
小し

ょ
う

学が
っ

校こ
う

や
子こ

育そ
だ

て
セ
ン
タ
ー
で
も

や
っ
と
る
ぞ
。

　

え
、
小し

ょ
う

学が
っ

校こ
う

で
も
や
っ
て
い

る
の
？

そ
う
じ
ゃ
。「
豊と

よ

岡お
か

市し

版ば
ん

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

体た
い

育い
く

準じ
ゅ
ん

備び

運う
ん

動ど
う

」を
知し

っ

と
る
か
？

知し

っ
て
る
！　
い
つ
も
体た

い
い
く育

の
時じ

間か
ん

に
し
て
る
よ
！

そ
う
か
。
実じ

つ

は
、
そ
の
準じ

ゅ
ん

備び

運う
ん

動ど
う

は
、
こ
れ
ま
で
運う

ん
ど
う
あ
そ

動
遊

び
で
育そ

だ

て
て
き
た『
力ち

か
ら

』や『
動う

ご

き
』

を
小し

ょ
う

学が
っ

校こ
う

に
な
っ
て
も
伸の

ば
し
て

い
こ
う
！
」と
い
う
こ
と
で
で
き

た
の
じ
ゃ
。
全ぜ

ん

身し
ん

運う
ん

動ど
う

す
る
こ
と

は
、
体た

い
か
ん幹
を
鍛き

た

え
て
、
勉べ

ん

強き
ょ
う

す
る

力ち
か
ら

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ

ぞ
。

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。
ま
た
家か

族ぞ
く

と
一い

っ
し
ょ緒
に
こ
の「
準じ

ゅ
ん

備び

運う
ん

動ど
う

」を
や
っ
て
み
よ
う
っ
と
。

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 
豊と

よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！
⑦

運う
ん

動ど
う

遊あ
そ

び
っ
て
？
　
　

▲豊岡市版小学校体育準備運
動。手押し車
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現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
11
月
30
日（
月
）で

す
。

　

新
し
い
保
険
証（
黄
緑
色
）は
、

11
月
下
旬
に
特
定
記
録
郵
便
で
世

帯
主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
保
険
証
に
記

載
し
て
い
る
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
な
ど
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
員
全

員
分
の
保
険
証
が
あ
る
か
確
認
し
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
今

回
か
ら
、
保
険
証
の
氏
名
に
振
り

仮
名
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
保
税
を
滞
納
し
て
い

る
方
は
、
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

　

12
月
1
日（
火
）以
降
、
病
院
な

ど
の
医
療
機
関

で
診
察
を
受
け

る
場
合
は
、
新

し
い
保
険
証
を

提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
平
成
28
年

11
月
30
日
で
す

が
、
次
の
方
は

有
効
期
限
が
異

な
り
ま
す
。

《届け出が必要な場合》
　

左
表
の
場
合
、
14
日
以
内
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。

◆
注
意
点
◆

○
国
保
に
加
入
す
る
場
合

　

加
入
届
が
遅
れ
る
と
、
国
保
税

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
そ
の
間
の
医
療
費
が
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

○
国
保
を
や
め
る
場
合

　

職
場
の
健
康
保
険
等
に
加
入
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　（
保
険
証
）を
更
新
し
ま
す

新
保
険
証
は
12
月
1
日
か
ら

　
　
　
使
用
し
て
く
だ
さ
い

有
効
期
限

届
け
出
が
必
要
で
す

臓
器
提
供
の
意
思
表
示

場
合
は
、
国
保

資
格
喪
失
の

届
け
出
が
必

要
で
す
。
届
け

出
が
遅
れ
る

と
、
健
康
保
険

料
の
二
重
払
い
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
資
格
喪
失
後
に「
国
民
健
康

保
険
証
」で
受
診
す
る
と
、
本
来

職
場
の
健
康
保
険
等
が
負
担
す
べ

き
医
療
費（
7
〜
9
割
）を
国
保
に

返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
証
の
裏
面
に
、
臓
器
提
供

の
意
思
表
示
欄
を
設
け
て
い
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
す
る
こ
と

で
意
思
表
示
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
記
入
の
有
無
で
、
受
け

ら
れ
る
医
療
の
内
容
に
違
い
が
生

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
問
合
せ
》
市
民
課

☎
21

－

9
0
6
1
ま
た
は
各
振

興
局
市
民
福
祉
課

国保に加入する場合 必要なもの

豊岡市に転入してきたとき ・他の市区町村の転出証明書
・印かん

職場の健康保険をやめたとき、
扶養家族でなくなったとき

・職場の健康保険資格喪失証明書
・印かん

生活保護を受けなくなったとき ・保護廃止決定通知書　・印かん
子どもが生まれたとき ・印かん
外国籍の人が加入するとき ・在留カード

国保をやめる場合 必要なもの

ほかの市区町村に転出するとき ・保険証（国保加入者全員分）
・印かん

職場の健康保険に加入したと
き、被扶養者になったとき

・国保の保険証と職場の健康保険
　証または加入を証明するもの
　（職場の健康保険加入者全員分）
・印かん

生活保護を受け始めたとき
・保護開始決定通知書
・保険証（国保加入者全員分）
・印かん

外国籍の人がやめるとき ・保険証　・在留カード

出国するとき

・保険証　・印かん
・出国日が分かるもの（航空券など）
※１年以上海外に居住する際は、転出
届を済ませておいてください。転出
届を出さなくても１年以上海外に居
住する場合には、その間の国保の資
格を喪失する場合があります。

保険証の差替えが必要となる場合 必要なもの
豊岡市内で住所が変わったとき

・保険証
・印かん世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったとき

修学のため、別に住所を定めるとき ・保険証　・印かん
・在学証明書または学生証

保険証をなくしたとき
（あるいは汚れて使えなくなったとき） ・印かん

事　例 有効期限

1 退職被保険者および退職被扶養者で平成28年11月30日までに65歳になる方※1

65歳の誕生月の月末（１日
生まれの場合は前月末）

2 平成28年11月30日までに75歳になる方※2 満75歳の誕生日の前日

3 平成28年11月30日までに在留期間の満了日を迎える外国籍の方 在留期間の満了日

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

※1　退職被保険者が65歳到達により月末で有効期限が切れる場合には、退職被扶養
者の方は、65歳未満であっても、有効期限は退職被保険者と同日になります。

※2　誕生日以降は｢後期高齢者医療制度｣に基づく新しい被保険者証を利用してくだ
さい。

【共通】いずれの届け出にも、本人確認書類（運転免許証、住基カードなど）
を持参してください。
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豊岡市職員
人事・給与

　人事行政の公正性と透明性を高めるため、市の
職員数や給与の状況（記載のない基準日は、平成27
年４月１日）を公表します。詳細は市ホームページ
をご覧ください。　 　《問合せ》職員課☎23－1326

１　職員の任免および職員数

２　職員の給与等

◆採用者数と退職者数

◆給与費（普通会計決算）　　　　　　（平成26年度）

◆部門別職員数　　　　　　　　 （各年4月1日現在）

※市長、副市長、教育長、退職派遣職員は除く
※公務能率の維持などを目的とした不利益処分

※非違行為に対する職場の秩序を維持・回復な
どを目的とした不利益処分

 ※辞退者１人含む

※行政職員（事務・技術）をいいます｡
◆ラスパイレス指数※
　94.7（平成26年４月１日現在・一般行政職）
※国家公務員の給与水準を100としたときの本市
職員の給与水準を示す指数です。

◆一般行政職の初任給（月額）
　大卒：180,800円　高卒：146,500円
◆主な職員手当の状況

※給料には、市長などの給料、議員、各種委員
会委員に支給される報酬等を含みません。

※職員手当には、退職手当を含みません｡
※職員数は、平成26年４月１日現在の人数です。

区分 平成26年度 平成27年度

採用者 ４月１日 途中 ４月１日
21人 １人 34人

退職者 37人 ̶

３　職員の勤務時間その他勤務条件

５　職員の研修および勤務成績の評定

８　公平委員会の報告事項　　　  （平成26年度）

４　職員の分限および懲戒処分

６　職員の福利厚生　　　　　　  （平成26年度）

７　職員の競争試験および選考　  （平成26年度）

◆基本的な勤務時間　毎週月～金曜日午前８時30
分～午後５時15分（休憩時間：正午～午後１時）
◆休暇　年次有給休暇、病気休暇、介護休暇、
組合休暇、特別休暇（結婚休暇、妊娠中のつわ
り休暇、妊娠中または出産後の通院休暇、分
べん休暇、配偶者出産休暇、男性職員の育児
参加休暇、忌引休暇、夏季休暇　その他）

◆研修　受講者数延べ901人（平成26年度）
◆勤務成績の評定　適切な人事管理と職員の人
材育成を目的に勤務評定を実施。勤務評定者
を対象に研修を実施しています。

　勤務条件に関する措置要求、不利益処分に関
する不服申立て共になし。

◆分限処分　　　　　　　　　　　　（平成26年度）

◆懲戒処分　　　　　　　　　　　　（平成26年度）

種類 降任 免職 休職 降給
処分件数 １件 ０件 ５件 ０件

種類 戒告 減給 停職 免職
処分件数 １件 １件 ０件 ０件

職種 受験者数 採用者数
一般事務職Ⅰ 89人 11人
一般事務職Ⅱ 51人 10人
文化財専門員 ３人 １人
土木技術職 ９人 ４人
保健師 ４人 ２人

保育士・幼稚園教諭 25人 １人
消防職 44人 ※４人
任期付職員 ̶ ２人

部門 平成26年度 平成27年度
一般行政 514人 516人
特別行政 277人 274人

公営企業等会計 90人 89人
合　計 881人 879人

職員数（A） 791人

給与費

給料 2,997,611千円
職員手当  629,533千円

期末・勤勉手当 1,109,222千円
計（B） 4,736,366千円

1人当たり給与費　B／A 5,988千円

◆平均給料月額・平均年齢
区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職※ 328,300円 44.6歳

区分 主な内容

扶養
手当

配偶者 月額13,000円、扶養親族 月額6,500円
※満16歳～満22歳の子１人につき5,000円加算
※職員に配偶者がない場合は、その内１人は
月額11,000円

住居
手当

自ら居住する住宅の家賃を支払う者
月額27,000円まで

通勤
手当

通勤距離２km以上の者
①交通機関の利用者　月額55,000円まで
②交通用具の利用者　月額2,000円～32,000円

区分 内　　容

健康管理
定期健康診断、成人病検診などの健康診
断・検査。破傷風、B型肝炎の予防接種。
メンタルヘルス研修・カウンセリング

共済制度 兵庫県市町村職員共済組合または公立学
校共済組合による実施

互助会制度 兵庫県市町職員互助会または兵庫県学校厚生会による実施
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豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、

対
象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、

委
任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
11
月
14
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
11
月
2
日（
月
）、
9
日（
月
）、

16
日（
月
）、
24
日（
火
）、
30
日

（
月
）は
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

７
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

１
１
６
５

・
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話

　

☎
03

6
7
0
0

１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.

nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
日
本
年
金
機
構
豊
岡

年
金
事
務
所
☎
22

0
9
4
8

　

市
民
課
☎
21

9
0
1
5
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

過
去
5
年
以
内
に

保
険
料
未
納
期
間
の
あ
る
方
へ

　

過
去
5
年
以

内
に
納
め
忘
れ

た
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
で

将
来
の
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る「
後
納

制
度
」が
平
成
27
年
10
月
1
日
か

ら
3
年
間
に
限
り
特
例
と
し
て
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
保
険
料
納
付
済

期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
方
は
後
納
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
で
年
金
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
込
み
が
必
要
で
す
。

《
申
込
み
》

　
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
0
5
7
0

0
1
1

0
5
0

　
（
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は

　
☎
03

6
7
3
1

2
0
1
5
）

　

ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22

0
9
4
5

注
意
事
項

・
過
去
3
年
度
以
前
の
後
納
保
険

料
に
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に

加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

・
後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、

最
も
古
い
分
か
ら
先
に
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
や
保
険
料
の
納
付

状
況
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
と
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

障
害
に
は
、
身
体
障
害
だ
け
で

な
く
知
的
障
害
や
精
神
障
害
も
含

ま
れ
ま
す
。
次
の
三
つ
の
要
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

①
初
診
日
に
、
年
金
に
加
入
し
て

い
る
こ
と

　

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

け
が
で
、
初
め
て
医
師
の
診
療
を

受
け
た
日（
初
診
日
）に
、
年
金
に

加
入
し
て
い
る
こ
と

※
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
20
歳

前
や
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
期

間（
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る

こ
と
）に
初
診
日
が
あ
る
と
き

も
含
み
ま
す
。

②
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ

と
　

障
害
認
定
日（
原
則
、
初
診
日

か
ら
1
年
6
カ
月
を
経
過
し
た

日
）ま
た
は
、
65
歳
に
達
す
る
ま

で
に
、
一
定
の
障
害
状
態
に
あ
る

こ
と（
国
民
年
金
法
で
定
め
る
1

級
ま
た
は
2
級
の
障
害
）

③
一
定
の
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
こ
と

　

初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
に
一
定
の
保
険
料
納
付
済
期

間
が
あ
る
、
ま
た
は
、
初
診
日
の

属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近

1
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い

こ
と
。

　

20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
方
は

20
歳
に
な
っ
た
と
き
、
国
民
年
金

加
入
中
ま
た
は
65
歳
未
満
に
初
診

日
の
あ
る
方
は
、
下
記
問
合
せ
窓

口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大

切
に
保
管
を

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

届
く「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」

（
は
が
き
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
被

保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の

世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶
者
も

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合

は
、
そ
の
納
付
額

の
全
額
が
納
付
し

た
方
の
所
得
税
な

ど
の
控
除
対
象
に

な
り
ま
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
届

く
時
期

▽
1
〜
9
月
に
納
付
し
た
方
…
11

月
上
旬

▽
10
〜
12
月
に
今
年
初
め
て
納
付
し

た
方
…
翌
年
2
月
上
旬

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
紛
失

な
ど
の
照
会
先（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
照
会
用
電
話
番
号

　
☎
0
5
7
0

0
5
8

5
5
5

　
（
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
は

　
☎
03

6
7
0
0

1
1
4
4
）

５
年
の
後
納
制
度
開
始

障
害
基
礎
年
金

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す
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日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

市民会館　立野町　☎23-0255　 F 24-0952　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

ふれあいの祭典　ひょうご合唱の祭典
　県内のコーラスグループが奏でるハーモニー
を届けます。

12/13㊐
13：30～

￥全席自由　無料

とよおか・シネマオアシス「おまえうまそうだな」
　宮西達也の絵本｢ティラノサウルス｣シリーズ
を映画化したアニメーション。やさしい涙が出
てくる、切なくも心あたたまる話です。

12/20㊐
①10：30～
②14：00～

￥全席自由一般1,000円、中学生以下500円
◆チケット＝各プレイガイドで発売中
◆一時保育＝12/11㊎までに電話

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

第131回サロンコンサート
　コウノトリ四重奏団（山下實さんほか）によるバイオリン・チェロ・
フルートの演奏。曲目は｢フルート四重奏曲｣｢ファゴット四重奏曲
第１番｣ほか

11/28㊏
13：30～

◆サロンコンサートの出
演者を募集中

見てぇなダンス×サロンdeダンス2015
　市民プラザ発のダンスイベント。北近畿を中心に活動するダンサ
ーによるヒップホップ、ブレイク、フラ、ジャズなど、多様なジャ
ンルのダンスがホール特設ステージで一堂に会します。

12/20㊐
14：00～

￥一般500円（当日200円
増）、高校生以下無料（要
整理券）

第21回『プラザ寄席ふれ愛亭』
　たんたん落語笑年団、たんたん落語会の皆さんによるプラザ寄席

１/９㊏
14：00～

￥一般500円、高校生以
下300円（当日200円増）

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　 F 32-3898　Ｍ info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

｢JCDN『踊りに行くぜ!!』Ⅱ
セカンド
vol.6｣滞在制作　公開稽古

　『踊りに行くぜ!!』は“ダンス作品”の新作づくりに取り組
むプロジェクト。
　ダンサー❶梅田宏明さん❷平井優子さん❸山崎広太さ
んそれぞれが演出するダンス作品の稽古風景を自由に見
学できます。単発での参加歓迎です。

公開稽古
❶11/８㊐
❷11/15㊐
❸11/28㊏
いずれも15：00～
17：00

申①代表者氏名②人数③希
望の回④連絡先を連絡
◆一時保育＝各回１週間前
までに電話

11月14日は｢世界糖尿病デー｣です
　国連総会で決議された｢糖尿病の全世界的脅威を認知
する決議｣を受けてWHO（世界保健機関）が定めたもので
す。世界各地で、予防や治療・療養を喚起する啓発運動
の推進が呼び掛けられ、その一環として、世界の著名な
建築物などを、国連と糖尿病のカラーであるブルーにラ
イトアップする活動が行われています。
　今年も出石町の｢辰

しん
鼓
こ
楼
ろう
｣がライトアップされます。美

しくライトアップされた辰鼓楼を観て、糖尿病に関心を
持ってください。
日11月13日㊎～15日㊐日没～午前０時（予定）
問出石振興局市民福祉課☎21-9026または健康増進課
☎24-1127

 11月は
｢労働保険適用強化期間｣です

　社員や従業員、アルバイトなど、労
働者を１人でも雇い入れた事業主は、
労働保険（労災保険・雇用保険）の加
入手続きをして、労働保険料を申告・
納付することが義務付けられていま
す。
　加入手続きをまだしていない事業
主は、今すぐ労働基準監督署に連絡
してください。
問但馬労働基準監督署☎22-5145また
はハローワーク豊岡☎23-3101



催
し

消
防
イ
ベ
ン
ト

と
よ
お
か
消
防
フ
ェ
ア
2
0
1
5

日
11
月
8
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

1
時
所
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡
駐
車

場（
加
広
町
）※
雨
天
時
は
店
内
内

消
防
車
の
展
示
、
煙
体
験
、
子
ど

も
用
防
火
衣
の
着
用
、
消
火
器
の

使
用
体
験
な
ど
▽
雨
天
時
…
子
ど

も
用
防
火
衣
の
着
用
、
防
火
・
防

災
映
像
の
放
映
な
ど

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

日
11
月
4
日
㊌
〜
13
日
㊎
午
前
10

時
〜
午
後
8
時
※
最
終
日
は
午
後

3
時
ま
で
所
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡

ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ー
ト
内
防
火
ポ
ス

タ
ー
の
展
示（
入
選
以
上
の
作
品
）

な
ど【
共
通
事
項
】問
消
防
本
部
予

防
課
☎
24

1
1
1
9

暴
力
追
放
・
防
犯
・
交
通
安
全

大
会

豊
岡
北
警
察
署
管
内

日
11
月
5
日
㊍
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ

ー
内
表
彰
伝
達
、
振
り
込
め
詐
欺

防
止
の
寸
劇
、
パ
レ
ー
ド（
城
崎

小
学
校
金
管
バ
ン
ド
・
交
通
少
年

団
、
城
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
県

警
音
楽
隊
な
ど
）な
ど
※
雨
天
の

場
合
は
パ
レ
ー
ド
を
中
止
し
、
城

崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
演
奏

豊
岡
南
警
察
署
管
内

日
11
月
20
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
内
表
彰
伝
達
、

D
V
D
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
の

解
説
、
た
ん
た
ん
落
語
会
の
出
演

な
ど【
共
通
事
項
】問
生
活
環
境
課

☎
21

9
0
0
1

平
成
27
年
度
豊
岡
市
成
人
式

日
平
成
28
年
1
月
10
日
㊐
午
後
1

時
30
分
〜
所
市
民
会
館
文
化
ホ
ー

ル
対
平
成
7
年
4
月
2
日
〜
8
年

4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
豊
岡
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
お
よ
び

希
望
者
他
案
内
状
を
12
月
上
旬
に

送
付
。
転
出
等
で
豊
岡
市
に
住
民

登
録
が
な
い
方
に
は
案
内
状
を
発

送
で
き
ま
せ
ん
。
送
付
を
希
望
す

る
方
は
、
11
月
末
ま
で
に
送
付
先

を
問
に
連
絡
▽
詳
細
は
、
後
日
、

広
報
と
よ
お
か
で
お
知
ら
せ
問
生

涯
学
習
課
☎
23

0
3
4
1

あ
い
う
え
お
日
本
語
発
表
会

日
11
月
29
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市

民
活
動
室
C
内
日
本
語
学
習
者
が
、

自
分
の
考
え
、
日
本
に
来
て
驚
い

た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
悲

し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
日
本
語
で

発
表
問
に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ
い
う
え

お
☎
20

4
0
3
7

書
家　

前
田
華か

汀て
い　

展

日
開
催
中
〜
12
月
6
日
㊐
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
所
県
立
円
山
川
公

苑
美
術
館（
小
島
）内
養
父
市
出
身

の
書
家
、
前
田
華
汀
の
作
品
展

示
￥
大
人
3
6
0
円
、
65
歳
以

上
・
高
校
生
1
8
0
円
、
中
学
生

以
下
無
料
他
11
月
22
日
㊐
、
12
月

6
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
揮き

毫ご
う

な
ど

あ
り
問
県
立
円
山
川
公
苑
☎
28

3
0
8
5

第
44
回
豊
岡
市
民
芸
能
祭

日
11
月
3
日
㊋
㊗
午
後
0
時
30
分

〜
8
時
所
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
日
本
舞
踊
、
民
謡
、
筝そ
う

曲き
ょ
く

、
詩

吟
、
銭
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
三

味
線
、
バ
レ
エ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
郷

土
芸
能
な
ど
問
津
田
さ
ん
☎
22

4
6
8
8

た
じ
ま
び
っ
く
り
ば
こ

日
11
月
7
日
㊏
〜
9
日
㊊
午
前
10

時
〜
午
後
3
時
所
豊
岡
稽
古
堂
1

階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
但
馬
地
域

の
障
害
者
施
設
に
よ
る
手
作
り
の

温
か
み
を
大
切
に
、
一
つ
一
つ
心

を
込
め
て
作
っ
た
製
品
の
展
示
即

売
会
問
N
P
O
法
人
燦さ
ん

々さ
ん　

し
い

の
実
作
業
所
☎
24

6
0
6
0

年
末
調
整
説
明
会

日
11
月
17
日
㊋
午
前
10
時
〜
、
午

後
1
時
30
分
〜
所
じ
ば
さ
ん

T
A
JIM
A

2
階
多
目
的
ホ
ー
ル

（
大
磯
町
）問
豊
岡
税
務
署
法
人
課

税
第
1
部
門
☎
22

2
3
4
4

担ぐのは誇り

（表紙写真）
出石秋祭りだんじり
　10月11日、城下町出石で出石
秋祭りだんじりが開催されまし
た。　　　　　
　11基のだんじりが町内を巡行
し、出石庁舎前に集結。
　１対１で激しくぶつかり合う
喧嘩だんじりは、迫力満点。見
物客から拍手と大歓声が沸き上
がりました。
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こ
う
の
と
り
認
定
こ
ど
も
園

 
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

日
11
月
11
日
㊌
・
12
日
㊍
▽
0
〜

2
歳
児
ク
ラ
ス
：
午
前
9
時
30
分

〜
11
時
▽
3
〜
5
歳
児
ク
ラ
ス
：

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分

他
毎
月
の
公
開
保
育
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
問
こ
う
の
と
り
認
定
こ

ど
も
園
☎
22

6
3
6
0

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

日
11
月
22
日
㊐
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
2
時
30
分
所
市
民
会
館
4
階

内
ゲ
ー
ム
、
ク
ラ
フ
ト
作
り
、
喫

茶
・
軽
食
、
手
芸
品
販
売
な
ど
他

平
成
28
年
度
ス
カ
ウ
ト
募
集
中
問

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
県
第
61

団
・
中
川
さ
ん
☎
23

2
8
2
2

募
集

歴
史
博
物
館
友
の
会
会
員

対
歴
史
を
愛
し
、
博
物
館
と
と
も

に
楽
し
く
学
べ
る
方
￥
年
会
費
千

円
◆
特
典
＝
①
入
館
料
免
除
②
企

画
展
等
の
案
内
、
博
物
館
ニ
ュ
ー

ス
の
送
付
③
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ

ズ
の
割
引
販
売
④「
か
ん
な
べ
温

泉
ゆ
と
ろ
ぎ
」入
場
料
1
0
0
円

引
き
⑤
研
修
旅
行
へ
の
参
加
な
ど

申
年
会
費
を
添
え
て
問
に
申
込
み
。

郵
便
局
で
の
振
込
み
も
可
問
市
立

歴
史
博
物
館
☎
42

6
1
1
1

豊
岡
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
企
業

研
究
会
参
加
企
業

日
平
成
28
年
2
月
13
日
㊏
正
午
〜

午
後
5
時
所
阪
急
う
め
だ
ホ
ー

ル（
大
阪
市
）内
来
年
3
月
の
就

職
活
動
解
禁
を
前
に
し
た
大
学

生
等（
学
年
不
問
）向
け
の「
豊
岡

U
I
J
タ
ー
ン
企
業
研
究
会
」の

参
加
企
業
募
集
対
市
内
に
本
社
ま

た
は
事
業
所
が
あ
る
企
業
等
定
35

社
※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
他

ブ
ー
ス
形
式
申
11
月
10
日
㊋
ま
で

に
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
豊
岡
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）を
問
に
提
出
問
エ
コ

バ
レ
ー
推
進
課
☎
21

9
0
0
8

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

第
25
回
イ
ベ
ン
ト『
恋
のm

ム
ー
ブ

ove

カ
フ
ェ
♡
』

日
11
月
21
日
㊏
男
性
：
午
後
0
時

15
分
、
女
性
：
午
後
0
時
45
分
所

豊
岡
稽
古
堂
1
階
内
稽
古
堂
に
移

動
カ
フェ（C

カ
フ
ェ

afé L

ラ
ン
プ

am
p e

ア
イ

ye

）が
や

っ
て
き
ま
す
！
定
男
女
各
15
人
￥

男
性
3
5
0
0
円
、
女
性
1
5
0 

0
円
申
11
月
16
日
㊊
ま
で
に
参
加

イ
ベ
ン
ト
名
、氏
名
、携
帯
電
話
番

号
、住
所
、生
年
月
日
を
問
に
連
絡

第
26
回
イ
ベ
ン
ト『
恋
星
に
願
い

を
☆
』

日
12
月
5
日
㊏
男
性
：
午
後
5
時

15
分
、女
性
：
午
後
5
時
45
分
所

星
の
蔵（
小
田
井
）内
ク
リ
スマ
ス
目

前
!　

あ
な
た
の
想
い
が
届
き
ま

す
よ
う
に
…
定
男
女
各
14
人
￥
男

性
4
5
0
0
円
、
女
性
2
5
0
0

円
持
5
0
0
円
相
当
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
申
11
月
30
日
㊊
ま
で
に
参
加
イ

ベ
ン
ト
名
、氏
名
、携
帯
電
話
番
号
、

住
所
、生
年
月
日
を
問
に
連
絡【
共

通
事
項
】対
20
〜
40
歳
の
独
身
男

女
※
男
性
は
本
市
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
課
☎
23

2
5
7
3 

Ｍheart-p@
toyooka-w

el.jp

Ｈ

あ
り

豊
岡
鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
第
８
期
受
講
生

◆
訓
練
期
間
＝
12
月
1
日
㊋
〜
平

成
28
年
2
月
26
日
㊎
の
平
日
午

前
9
時
〜
午
後
5
時（
60
分
休
憩

含
む
）※
う
ち
技
能
訓
練
2
カ
月
、

か
ば
ん
メ
ー
カ
ー
実
地
訓
練
1
カ

月
内
鞄
縫
製
者
と
し
て
働
く
た
め

の
基
礎
技
術
と
知
識
を
学
ぶ
対
失

業
者
、
非
正
規
雇
用
者
定
10
人
申

11
月
13
日
㊎
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
紹
介
状
、
履
歴
書
を
問
に
提
出

他
時
給
8
0
0
円
▽
通
勤
手
当
あ

り
問
豊
岡
市
鞄
縫
製
者
育
成
組
合

☎
26

7
3
0
0

内12月25日発行の広報とよおか１月号
の｢年男・年女の抱負｣コーナーで、顔
写真、氏名、住所、新年の抱負（100字
程度）を掲載
対市内在住の平成28年の年男・年女
（大正９年、昭和７・19・31・43・55年、
平成４・16年生まれ）の方
※市議会議員、市職員は除く
定８人（男女各４人）
※応募者多数の場合は抽選
申11月５日㊍までに秘書広報課および
各振興局にある応募用紙（市ホームペ
ージからダウンロード可）を問に持参、
郵送、ファクス、またはメール
問秘書広報課☎23-1114

｢広報とよおか｣に掲載する
年男・年女募集
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平
成
28
年
度「
豊
岡
農
業
ス
ク

ー
ル
」研
修
生

◆
研
修
期
間
＝
平
成
28
年
4
月
1

日
〜
29
年
3
月
31
日
の
週
40
時
間

（
1
日
8
時
間
×
5
日
間
）を
基
本

※
更
新
に
よ
り
最
長
3
年
間
内
就

農
に
必
要
な
農
業
生
産
技
術
や
経

営
管
理
能
力
を
、
認
定
農
業
者
が

営
む
就
農
地
で
実
地
研
修
対
研
修

開
始
日
の
満
年
齢
が
原
則
45
歳
以

下
▽
市
内
在
住
者
ま
た
は
転
入
者

▽
将
来
、
市
内
で
の
独
立
自
営
就

農
ま
た
は
雇
用
就
農（
親
元
就
農

を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
研
修
先

が
親
元
以
外
の
受
入
農
家
な
ら

可
）を
目
指
し
、環
境
創
造
型
農
業

に
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る
こ
と
定

3
人
申
11
月
30
日
㊊
ま
で
に
必
要

書
類
を
問
に
提
出
※
事
前
に
電
話

で
事
業
内
容
を
説
明
し
、
そ
の
後
、

申
込
書
類
を
郵
送
他
12
月
中
旬
に

面
接
予
定
▽
給
付
金（
1
人
月
額

10
万
円
）を
支
給
問
農
林
水
産
課

☎
23

1
1
2
7

県
立
大
学
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ

ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

但
馬
初
！　
「
大
学
院
体
験
レ
ク

チ
ャ
ー
」参
加
者
募
集

日
11
月
1
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
県
立
大
学
豊
岡
ジ
オ
・
コ

ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス（
祥
雲
寺
）

内
大
学
院
模
擬
講
義
、
教
員
・
在

校
生
と
の
懇
談
な
ど

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

博
士
課
程
入
学
者
募
集

対
前
期
課
程
：
大
学
卒
業
生
▽
後

期
課
程
：
修
士
課
程
を
修
了
も
し

く
は
同
等
の
学
力
の
あ
る
方
◆
試

験
日
＝
前
期
：
12
月
13
日
㊐
▽
後

期
：
11
月
15
日
㊐
申
前
期
：
11
月

29
日
㊐
、
後
期
：
11
月
3
日
㊋
ま

で
に
必
要
書
類
を
問
に
提
出【
共

通
事
項
】問
県
立
大
学
豊
岡
ジ
オ
・

コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部

学
務
課
☎
34

6
0
7
9

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者

日
11
月
23
日
㊊
㊗
午
前
9
時
〜
※

少
雨
決
行
※
受
付（
午
前
8
時
30

分
〜
）は
、た
け
の
こ
う
え
ん
管
理

棟
所
た
け
の
こ
う
え
ん
発
着
キ
ュ

ー
ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
内
対

マ
ラ
ソ
ン
☆
5
㎞
の
部
・
中
学
生

以
上
☆
3
㎞
の
部
・
小
学
生
以
上

▽
ジ
ョ
ギ
ン
グ（
2
8
8
0
m
）・

小
学
生
以
上
※
幼
稚
園
児
以
下

は
、
保
護
者
の
伴
走
が
あ
れ
ば
参

加
可
￥
千
円（
保
険
料
含
む
）他
参

加
者
に
記
念
品
・
北
前
館
入
浴
券

あ
り
申
11
月
13
日
㊎
ま
で
に
竹
野

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

込
書
と
参
加
費
を
問
に
提
出
問

竹
野
町
体
育
協
会
事
務
局（
竹
野

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）☎
47

1
8
0
5
ま
た
は
井
原
さ
ん
☎

0
9
0

1
4
4
9

2
3
8
4

社
会
福
祉
法
人
豊
友
会
職
員

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園
・

テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
保
育
園
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
常
勤
保
育

士
・
3
人
対
保
育
士
資
格
と
幼
稚

園
教
諭
免
許
所
持
者
※
見
込
み
可

キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
児
童
指
導

員
・
1
人
対
保
育
士
、幼
稚
園
、小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
教
諭
、
児
童

厚
生
員
免
許
の
い
ず
れ
か
を
所
持

す
る
方
※
見
込
み
可【
共
通
事
項
】

◆
試
験
日
・
所
＝
11
月
15
日
㊐
・

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園（
下

陰
）◆
採
用
予
定
日
＝
平
成
28
年

4
月
1
日
申
11
月
6
日
㊎
ま
で
に

必
要
書
類
を
問
に
提
出（
消
印
有

効
）問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育

園
☎
29

3
9
0
0

公
立
豊
岡
病
院
組
合
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
①
看
護
師
、

助
産
師
・
10
人
程
度
②
臨
床
工
学

技
士
・
若
干
名
対
当
該
免
許
を
有

す
る
45
歳
以
下
の
方
※
見
込
み
可

◆
試
験
日
＝
①
11
月
〜
平
成
28
年

3
月
の
毎
月
7
日
②
11
月
29
日
㊐

◆
採
用
予
定
日
＝
①
12
月
〜
平
成

28
年
4
月
の
各
月
1
日
②
28
年
1

月
〜
4
月
の
各
月
1
日
申
①
試
験

日
の
前
月
末
②
11
月
20
日
㊎
ま
で

に
必
要
書
類
を
問
に
提
出
問
公
立

豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管
理
事
務
所

総
務
部
人
事
課
☎
22

6
1
1
1

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ケ
ッ
ト

カ
ー
ニ
バ
ル
参
加
者

日
12
月
5
日
㊏
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
所
総
合
体
育
館
内
試
合
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
シ
ュ
ー
ト

ゲ
ー
ム
申
11
月
15
日
㊐
ま
で
に

問
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
問

N
P
O
法
人
ア
シ
ス
ト
・
岡
本

さ
ん
☎
0
9
0

1
0
2
4

3
1
5
2
Ｆ
27

0
2
3
5

助
成
金
交
付
希
望
団
体

対
平
成
28
年
4
月
〜
29
年
3
月
に

但
馬
地
域
で
実
施
さ
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
や
産
業
活
性
化
の
活

動
に
取
り
組
む
団
体
申
平
成
28
年

2
月
1
日
㊊
ま
で
に
必
要
書
類
を

問
に
提
出
問
た
ん
し
ん
地
域
振
興

基
金
事
務
局
☎
23

1
2
0
0

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

対
中
学
卒（
見
込
み
含
む
）17
歳
未

満
の
男
子
申
①
推
薦
：
11
月
1
日
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㊐
〜
12
月
4
日
㊎
②
一
般
：
11
月

1
日
㊐
〜
平
成
28
年
1
月
8
日
㊎

◆
試
験
日
＝
①
推
薦
：
平
成
28
年

1
月
9
日
㊏
〜
11
日
㊊
の
う
ち
い

ず
れ
か
1
日
②
一
般
：
平
成
28
年

1
月
23
日
㊏（
1
次
試
験
）問
自
衛

隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
豊
岡
出
張

所
☎
22

3
9
7
8

講
習
・
教
室

花
の
寄
植
え
講
習
会

日
12
月
6
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
所
日
高
花
の
基
地
公
園（
但

馬
国
府
・
国
分
寺
館
隣
）内
ク
リ

ス
マ
ス
か
ら
正
月
に
か
け
て
の
和

洋
花
の
寄
せ
植
え
◆
講
師
＝
但
馬

高
原
植
物
園
植
栽
主
任
・
田
丸
和

美
さ
ん
定
25
人
￥
3
3
0
0
円

（
材
料
費
含
む
）申
問
日
高
振
興
局

市
民
福
祉
課
☎
21

9
0
5
4

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
12
月
6
日
㊐
午
前
9
時
〜
正
午

所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

2
階
活
動
室
内
成
人
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
▽
A
E
D（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）の
使
用
方
法
▽
大

出
血
時
の
止
血
方
法
▽
窒
息
時
の

処
置
定
30
人
申
12
月
2
日
㊌
ま
で

に
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出
張

所
、
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る
申
込

用
紙（
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
問
に

提
出
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係
☎
24

8
0
3
8

門
松
・
し
め
縄
づ
く
り
教
室

日
12
月
13
日
㊐
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時
※
雨
天
決
行
所
竹
野
南

森
林
公
園
※
受
付（
午
前
9
時
〜
）

は
竹
野
南
地
区
公
民
館
内
門
松
ま

た
は
し
め
縄
作
り
。昼
食
は
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
調
理（
食
材
は
用
意
し

ま
す
）定
20
人
※
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
￥
千
円
申
11
月
24
日
㊋

ま
で
に
問
に
電
話
問
竹
野
振
興
局

地
域
振
興
課
☎
21

9
0
7
3

但
馬
地
区
精
神
障
害
者
家
族
教
室

日
11
月
25
日
㊌
午
後
1
時
20
分
〜

4
時
20
分
所
五
荘
地
区
公
民
館
内

講
演「
当
事
者
も
家
族
も
共
に
楽

に
な
る
た
め
の
コ
ツ
」講
師
：
鳥

取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
師
・
植
田
俊
幸
さ
ん
▽
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
申
11
月
10
日
㊋
ま
で
に

問
に
電
話
問
ざ
く
ろ
家
族
会
事
務

局
☎
24

8
3
8
2
ま
た
は
豊
岡

健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課
☎

26

3
6
7
2

多
文
化
共
生
セ
ミ
ナ
ー

日
11
月
10
日
㊋
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
本
庁
舎
2
階
大
会
議

室
◆
テ
ー
マ
＝
外
国
人
住
民
と
と

も
に
築
く
豊
岡
の
未
来
◆
講
師
＝

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
大
阪
代
表

理
事
・
田
村
太
郎
さ
ん
申
11
月
4

日
㊌
ま
で
に
問
に
連
絡
問
に
ほ
ん

ご
豊
岡
あ
い
う
え
お
☎
Ｆ
20

4
0
3
7

住
ま
い
の「
お
役
立
ち
」セ
ミ
ナ
ー

日
11
月
14
日
㊏
午
前
10
時
〜
10
時

55
分
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市
民
活

動
室
C
内「
空
き
家
」活
用
の
取
組

み
紹
介
▽
家
を「
守
る
」「
管
理
す

る
」▽「
暮
ら
し
方
」の
コ
ツ
▽
断
熱

と
健
康
の
関
係
申
問
暮
ら
し
の
エ

コ
を
す
す
め
る
但
馬
の
会
☎
52

3
5
8
1
Ｆ
52

6
2
0
7

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
止
セ
ミ
ナ
ー

日
11
月
22
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
所
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡

3
階
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル（
加
広

町
）内
上
方
落
語
協
会
理
事
・
林

家
染
二
さ
ん
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
落
語
で
紹
介
定
50
人
申
問
コ
ー

プ
こ
う
べ
第
6
地
区
活
動
本
部
☎

0
7
9

2
2
2

2
2
9
4

兵
庫
県
知
事
表
彰

○
交
通
安
全
功
労
者

▽
高
木
武
雄（
城
崎
町
湯
島
）

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

▽
北
村
公
利（
日
高
町
東
河
内
）

▽
宮
本
俊
夫（
日
高
町
水
上
）

▽
磯
﨑
昭
次（
弥
栄
町
）

消
防
長
表
彰

▽
県
立
出
石
特
別
支
援
学
校（
出

　
石
町
宮
内
）

　
永
年
の
救
急
講
習
の
積
み
重
ね

と
、日
頃
の
救
急
対
応
力
の
維
持
向

上
の
取
組
み
を
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
長
感
謝
状

▽
米
本
正
義（
出
石
町
長
砂
）

▽
米
本
和
子（
出
石
町
長
砂
）

　
9
月
24
日
、
出
石
町
長
砂
で

発
生
し
た
火
災
を
早
期
に
発
見
。

消
火
活
動
を
行
い
、
火
災
に
よ
る

建
物
へ
の
被
害
を
阻
止
さ
れ
た
功

績
に
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
８
回
ち
り
と
て
ち
ん
杯

全
国
落
語
大
会

（
9
月
26
・
27
日
、福
井
県
小
浜
市
）

■
大
賞

▽
加か

賀が

見み

真
美（
日
高
町
久
斗
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す
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問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

司
法
書
士
に
よ
る

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
11
月
21
日
㊏
午
後
1
時
〜
8
時

※
予
約
制
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
練

習
室
B
内
相
続
・
登
記
・
多
重
債

務
・
消
費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の

相
談
申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但

馬
支
部
☎
23

8
0
1
1

司
法
書
士
に
よ
る

巡
回
無
料
法
律
相
談

日
11
月
28
日
㊏
午
後
1
時
〜
5
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市
民
活
動
室

C
内
2
人
1
組
で
の
面
談
に
よ
る

相
談
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
☎

0
7
8

5
7
6

6
3
5
0

そ
の
他

新
任
行
政
相
談
委
員

　

飯
田
正
巳
さ
ん（
日
高
地
域
）が
、

9
月
1
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
は
国
・
県
な
ど
行
政

に
つ
い
て
の
苦
情
や
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課
☎
23

1
1
1
4

こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
休
所

内
事
務
所
移
転
に
伴
い
、
11
月
24

日
㊋
〜
12
月
1
日
㊋
の
間
、
休
所

し
ま
す
◆
移
転
先
＝
豊
岡
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー（
城
南
町
23
番
6
号
）

3
階
◆
移
転
開
所
日
＝
12
月
2
日

㊌
問
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
24

8
3
0
3
ま
た
は
こ
ど
も
教
育

課
☎
23

1
4
5
1

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
福
祉
手
当（
経
過
措
置
に

よ
る
も
の
）

内
8
・
9
・
10
月
分
手
当
◆
振
込

み
日
＝
11
月
10
日
㊋
※
手
当
を
受

け
て
い
る
方
が
施
設
等
に
入
所
、

病
院
に
入
院（
3
カ
月
を
超
え
る
）、

ま
た
は
死
亡
し
た
場
合
は
、
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手
当

内
7
・
8
・
9
月
分
手
当
◆
振
込
み

日
＝
11
月
25
日
㊌
※
介
護
を
受
け

酒
害
教
室

日
内
①
11
月
4
日
㊌
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
と
は
？
②
11
月
9
日
㊊
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
治
療
と
回
復

③
11
月
16
日
㊊
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
者
の
心
理
と
家
族
の
問
題
④
11

月
30
日
㊊「
断
酒
会
・
Ａ
Ａ
会
員
」

を
囲
ん
で【
共
通
事
項
】◆
時
間
＝

午
後
3
時
30
分
〜
所
豊
岡
病
院
精

神
科
多
目
的
室（
戸
牧
）対
お
酒
の

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
、
そ
の
家

族
申
問
公
立
豊
岡
病
院
精
神
科
外

来
☎
22

6
1
1
1

起
業
・
創
業
支
援　

創
業
塾

日
11
月
17
・
24
日
、
12
月
1
・
8

日
の
㊋
午
後
7
時
〜
9
時
所
豊
岡

稽
古
堂
ほ
か
内
事
業
を
始
め
る
た

め
の
お
金
の
話
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
い
ろ
は
な
ど
を
士
業
の
プ
ロ

が
シ
リ
ー
ズ
で
説
明

問
作
花
経
理
事
務
所

☎
23

3
9
8
7相

談

行
政
書
士
に
よ
る

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
11
月
14
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
じ
ば
さ
んT

A
JIM
A

（
大

磯
町
）内
遺
言
・
相
続
の
相
談
申

　都市計画道路変更案を縦覧に供します。
　意見のある方は、意見書を提出するこ
とができます。
■縦覧および意見書提出期間　
　11月10日㊋～24日㊋午前９時～午後５
時（㊏㊐㊗を除く）

■変更する都市計画道路
地域 都市計画道路名 決定

区分

豊岡 塩津元町一日市線 県
今森江本線 県

出石

東條町弘原線 県
柳福住線 県
川原町線 県
小人町線 県

日高 鶴岡日置国分寺線（円山右岸連絡線） 市

■縦覧場所
□市役所：本庁舎都市整備課、出石振興
局地域振興課、日高振興局地域振興課

□兵庫県（県決定分のみ）：県土整備部ま
ちづくり局都市計画課

■意見書提出方法
□市決定分：都市整備課（本庁舎５階、
〒668-8666、中央町２-４）に郵送また
は持参

□県決定分：兵庫県県土整備部まちづく
り局都市計画課（〒650-8567、神戸市
中央区下山手通５丁目10番１号）に郵
送または持参

問都市整備課☎23-1712または県土整備部
まちづくり局都市計画課（県決定分のみ）
☎078-362-4307

都市計画道路変更にかかる
都市計画案の縦覧
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て
い
る
方
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
、施
設

等
に
入
所
、病
院
に
入
院（
3
カ
月
を

超
え
る
）、死
亡
し
た
場
合
、ま
た
は

介
護
者
が
代
わ
っ
た
場
合
は
、連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。【
共
通
事
項
】

問
社
会
福
祉
課
☎
24

7
0
3
3

日
曜
納
税
相
談
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

日
曜
納
税
相
談

日
11
月
15
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
所
本
庁
舎
1
階（
税
務
課
収

税
係
）他
納
付
も
可

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

対
20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
原
則

誰
で
も
※
公
売
保
証
金
の
納
付
が

必
要（
公
売
保
証
金
不
要
物
件
を

除
く
）◆
公
売
方
法
＝
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
競
り
売
り
◆
参
加
申

込
期
間
＝
11
月
5
日
㊍
午
後
1
時

〜
19
日
㊍
午
後
11
時
◆
競
り
売
り

期
間
＝
11
月
27
日
㊎
午
後
1
時
〜

29
日
㊐
午
後
11
時
◆
代
金
納
付
期

限
＝
12
月
7
日
㊊
午
後
3
時
◆
公

売
物
件
＝
つ
ぼ
な
ど
16
点（
予
定
）

申
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
参
加

（
11
月
5
日
㊍
公
開
予
定
）

下
見
会

　

落
札
し
た
物
件
は
返
品
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
よ
く

見
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
11
月
15
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
所
本
庁
舎
1
階
他
大
型
物
件

は
下
見
会
に
展
示
し
ま
せ
ん
。
下

見
を
希
望
の
方
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。【
共
通
事
項
】他
次

の
サ
イ
ト
で
も
公
売
の
情
報
を
提

供
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽
ヤ
フ
ー

㈱
の
公
売
シ
ス
テ
ム
問
税
務
課
☎

23

1
1
1
8

兵
庫
県
最
低
賃
金
改
正

　

兵
庫
県
最
低
賃
金
が
10
月
1
日

か
ら
時
間
額
7
9
4
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
但
馬
労
働
基
準
監
督
署
☎
22

5
1
4
5
ま
た
は
兵
庫
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
課
☎
0
7
8

3
6
7

9
1
5
4

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22

6
1
1
1

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
1
2
0

9
7
9

4
5
1

通
話
料
無
料

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会
☎
0
7
8

3
9
3

1
8
0
3

 11月の納税
①国民健康保険税（普通徴収）　第５期
②個人事業税　第２期
納期限　11月30日（月）
納税は便利な口座振替を利用して
ください
問①税務課☎23-1118または各振
興局市民福祉課②豊岡県税事
務所課税第１課☎26-3628

　神武山公園の整備工事が、終わりまし
た。公園には、新しく広場を整備し、遊具、
ベンチ、トイレなども更新しました。め
ぐる季節に思いをはせ、小さい秋を見付
けに｢歴史・文学のこみち｣の散策など、
ぜひ、お楽しみください。
　神武山公園は、駐車場がありません。
徒歩または自転車でお越しください。
問都市整備課☎23-1712

神武山公園リニューアル
「
道
と
川
の
防
災
情
報
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　
国
道
や
円
山
川
の
水
位
・
雨
量
な
ど
の
情
報
が

分
か
り
ま
す
。「
但
馬
防
災　

道
と
川
の
防
災
情
報
」で
検
索
問
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
☎
22

3
1
2
6
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11月のテーマ
曜日 内　　容
月 急に視力が落ちたら
火 お酒の上手な飲み方
水 健康診断で肝機能異常を指摘さ

れたら
木 慢性腎臓病と透析
金～日 褥

じょく
瘡
そう
（床ずれ）の予防と最近の治療

※３日㊋㊗は月曜日のテーマ、23日㊊
㊗は金～日曜日のテーマを放送

月日 担当医師・
住所

11
月

1
日

中沢　洋
（出石町本町）

8
日

赤松　亮
（九日市下町）

※診療時間は、午前９
時～午後５時



母と子の健康

保健師　定期駐在日
（時間８：30～17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
誰でも、気軽に相談
してください。
※相談は、事前に連
絡してください。

※日高・出石地域の
乳幼児に関する相
談は、乳幼児健康
相談日を利用して
ください。

12

健康
増進課
☎24-1127

４か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

４
金 13：00～14：00

平成27年７月21日
～８月１日生

18 平成27年８月
２～18日生

日高 ２ 水 13：00～13：30 平成27年７月５日～８月２日生
出石
但東 15 火 13：00～13：15 平成27年７月18日～８月15日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談

７か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

14 月 13：00～14：00 平成27年４月26日～５月14日生

日高 ２ 水 13：15～13：45 平成27年４月５日～５月２日生
出石
但東 15 火 13：15～13：30 平成27年４月18日～５月15日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談・歯

科相談・ブックスタート（絵本の読み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 
※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　　象

豊岡
城崎
竹野

１
火 13：00～14：00

平成26年５月
８～27日生

22 平成26年５月28日
～６月12日生

出石
但東 ２ 水 13：00～13：30 平成26年４・５月生

◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ
オル・健康診査アンケート

◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児相
談・歯科相談・フッ素塗布（希望者500
円）など

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
全域 ４、18 金 9：00～11：00 妊娠届を提出する方 母子手帳交付・保健師・栄養士・歯科衛

生士の相談・妊婦健診助成の手続きなど
◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内　容
全域 17 木 13：00～13：15 平成26年11月生 幼児食の話・試食・歯みがきの話・栄

養相談（希望者）・歯科相談（希望者）
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

乳幼児健康相談 ※竹野、城崎、但東地域の方は、保健師定期駐在日も利用してください。
日 曜日 受付時間 対象 会　場 内　容
９ 水 10：00～11：00 乳幼児 出石健康福祉センター 身長・体重測定、保健師や栄養士による相談11 金 日高健康福祉センター
◇持ち物　母子手帳・バスタオル

にこにこ教室（２歳児育児教室）
地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内　容

日高 16 水 13：00～13：15 平成25年８～10月生
身体計測・歯科診察・フッ素
塗布（希望者500円）・歯科相
談・育児相談など

◇持ち物　母子手帳・タオル・歯ブラシ・相談票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

3歳児健康診査 ※個別に通知します。
地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

８ 火 13：00～13：40 平成24年９月11日～10月２日生

日高 ９ 水 13：00～13：30 平成24年８月26日～10月31日生
◇持ち物　母子手帳・視聴覚アンケート・尿・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・

育児相談・歯科相談・栄養相談など

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。
なお、別の会場で受診を希望する場合は､事前に健康増進課に連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東
教　室 にこにこ教室（２歳児）

豊岡市保健センター
（立野町12－12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
891－2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
1302）

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

月の保健行事
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献　　血

健診結果相談会
休日急病診療所 （立野町12-12）

地域 日 曜日 受付時間 会　場

豊岡 24 木
９：30～11：30

本庁舎
12：45～16：00

竹野 ６ 日 ９：00～11：30 竹野庁舎（竹野消防団）
13：00～15：00

日 曜日 時間 会　場
８ 火 10：00～11：30 立野庁舎

「歩いて暮らすまちづくり」標語　優秀作品④

歩こうよ　脳と体が　喜ぶよコーちゃん

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
６日（日）、13日（日）、20
日（日）、23日（水・祝）、
27日（日）、31（木・年末）

① 9：30～11：30
②13：00～16：30 内科・小児科 23-9219

相　　談
名　　称 曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 22-9

きゅうきゅうはは

988

兵庫県 小児救急医療電話相談 平日・土 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　♯
シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話  078-731-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 9：00～24：00

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
若
者
を
持
つ

家
族
の
会
　
交
流
会

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
?

　

家
族
同
士
で

語
り
合
い
、
学

び
合
い
、
今
後

に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

交
流
会
と
個
別
相
談

▼
日
時　
11
月
21
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
内
容　
家
族
同
士
の
交
流
と
個

別
相
談

交
流
会

▼
日
時　
12
月
19
日（
土
）午
前
10

時
30
分
〜

▼
内
容　

そ
ば
打
ち
大
会（
若
者

の
会
と
合
同
実
施
）

【
共
通
】

▼
場
所　

ド
ー
ナ
ツ
の
会（
豊
岡

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
ド
ー
ナ
ツ

の
会
☎
26
–
1
1
0
1

　一人で悩まず、気軽に相談してください。
◆日時　11月20日（金）午後１時～４時30分（１

人１時間程度）
◆場所　立野庁舎
◆対象　本人や家族など
◆内容　｢気持ちが落ち込む」

「対人関係で悩んで
いる」「家族がしんど
そうだが、どう接し
たら良いか分からな
い｣など、こころの悩
みを臨床心理士や保
健師に相談

※事前申込み必要
※個人の秘密は守ります。
《申込み・問合せ》健康増進課☎24-1127

こころの相談室こころのケア相談
　何となくやる気がでない、眠れない、涙も
ろくなったなど、こころ
が疲れていませんか？
　また、最近家族が、
物忘れがひどくなった、
怒りっぽくなったなど

「認知症？」「どのように
対応したら良い？」と悩んでいませんか？
◆日時　11月12日（木）午後１時30分～４時30

分（１人45分程度）　
◆場所　立野庁舎
◆対象　本人や家族など
◆担当医師　精神科医師　高石俊

しゅん

一
いち

さん
※事前申込み必要
※個人の秘密は守ります。
《申込み・問合せ》健康増進課☎24-1127

～気づき・つながり・支える～
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11月の行事予定11月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
１ 日
２ 月
３ 火 休館日

４ 水
10：30 竹野 にじっこ絵本　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

５ 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

６ 金

７ 土

10：00 出石 リサイクルブックフェアinいずし

10：30 竹野 テーマであそぼ｢日本のむかしばなし知ってる？｣
（工作：乙姫からのおくりもの）　幼 児

10：30 但東 おはなしのもり・子ども工作　幼 児

８ 日 12：30 日高 リサイクルブックフェアinひだか
９ 月
10 火 休館日
11 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

12 木

13 金 10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

14：00 本館 ふれあい交流会　般

14 土

10：10 本館 土曜としょかん（工作：ポンポコたぬき）　幼 児

10：30 城崎 おはなしランド（工作：ふわふわスポンジケーキ）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30 本館 としょかん映画会｢メッセージ･イン･ア･ボトル」
（1999年・131分）　般

15 日
10：00 城崎 おいしいおはなし★わくわくクッキング（城崎地区公民館）　児

13：30 本館 としょかん映画会｢メッセージ･イン･ア･ボトル」
（1999年・131分）　般

16 月
17 火 休館日
18 水 ９：40 豊岡 おはなしのゆりかご（市民プラザほっとステージ）　乳

19 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会　乳 幼

20 金
21 土
22 日 14：00 出石 としょかん・くらぶ　児

23 月 休館日
24 火 休館日
25 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

26 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

27 金

28 土

９：30 城崎 きのさき見て歩き　第５回（大師山八十八か所めぐり）　般

10：10 本館 読み聞かせ勉強会　般

10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　幼 児

29 日
30 月 休館日（図書整理日）

レッツゴー図書館
本館　☎23-6151
（京町５-28）
城崎　☎21-9072
（城崎庁舎２階）
竹野　☎21-9078
（竹野庁舎３階）
日高　☎21-9060
（日高庁舎１階）
出石　☎21-9010
（出石庁舎１階）
但東　☎21-9036
（但東市民センター１階）

■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http://lib.city.toyooka.lg.jp　　　メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp
■開館時間　午前10時～午後６時　※本館（金・土）午前10時～午後７時

本館　としょかん映画会
■日時　11月14日（土）・15日（日）

午後１時30分～
■場所　図書館本館２階　視聴

覚・講演室
■作品　｢メッセージ・イン・ア・

ボトル｣（1999年/131
分）

※14日（土）は吹き替え版、15日
（日）は字幕版で上映します。
※一時保育あり。11月５日（木）
までに申込んでください。

《申込み・問合せ》図書館本館
☎23-6151

日高　リサイクルブックフェア
inひだか

■日時　11月８日（日）午後０時
30分～３時

■場所　日高農村環境改善セン
ター　多目的ホール

※持ち帰り用の袋を用意してく
ださい。５冊まで持ち帰れま
す。

《問合せ》図書館日高分館　
　☎21-9060

出石　リサイクルブックフェア
inいずし

■日時　11月7日（土）午前10時
～午後３時

■場所　出石庁舎１階　市民ホ
ール 

※持ち帰り用の袋を用意してく
ださい。

《問合せ》図書館出石分館　
　☎21-9010
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子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援するためのいろいろな活動をしています。
下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。
※持ち物のないものは申込時に確認してください。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石庁舎1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎庁舎2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高庁舎3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

日　時 20日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、相談、親子遊び、交流、計測
持ち物 母子手帳

なかよし広場

リサイクルバザー

親子３Ｂ体操

子育て座談会

とよおか家族の日親子運動遊び　合橋地区公民館３階

なかよし広場

日　時 12月10日（木）午後１時30分～３時30分
申込開始 30日（月）
対　象 子育て中の保護者20人（一時保育15人）
内　容 性格の基盤は乳幼児期につくられる

日　時 10日（火）午前10時30分～11時30分
申込期限 ７日（土）
対　象 乳幼児と保護者15組
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 11日（水）午前10時30分～11時30分
申込期限 10日（火）
対　象 ０歳の乳児と保護者15組
内　容 親子リズム遊び、ベビーダンス、ストレッチほか

日　時 19日（木）午前10時30分～11時30分
申込期限 18日（水）
対　象 乳幼児と保護者10組程度
内　容 お年寄りとの交流遊び

日　時 12月６日（日）午前10時～正午
申込開始 20日（金）
対　象 現在働いているママ、育休中のママ　20人（一時保育15人）
内　容 子育てと仕事

リズムで遊ぼう!!　パン★パンダ　城崎庁舎１階　集会室

パパと遊ぼうデー｢運動遊び｣　城崎子育てセンター

おでかけ広場　城崎健康福祉センター　多機能ホール

消火訓練

運動遊び

日　時 18日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた遊び

つどいの広場/11月
←最新情報は
　こちらから

日　時 14日（土）午前10時～11時30分 申込開始 ５日（木）
対　象 子育て中の保護者25人程度（一時保育15人）
内　容 解決！こどもの病気
講　師 公立豊岡病院小児科医師　山田博之さん

日　時
場　所

６日（金）　午前10時15分～　コウノトリの郷公園
12日（木）　午後１時30分～　玄武洞公園
16日（月）　午後１時30分～　総合体育館　芝生広場
25日（水）　午後１時30分～　しばっこ広場（アイティ　７階）

対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、遊具での遊び、子育て相談、子育て情報ほか
その他 雨天の場合は中止

日　時 18日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊び、読み聞かせ、計測、子育て相談、本の貸出・返却
スタッフ 保健師、看護師（助産師）、保育士、図書館司書、図書館児童ボランティア

日　時 20日（金）午後１時30分～２時30分 申込開始 ９日（月）
対　象 １歳の幼児と保護者15組
内　容 筒太鼓、お手玉、ポンポンを使ったリズム遊び　など

日　時 12月２日（水）午後１時30分～
申込開始 16日（月）
対　象 子育て中の保護者15人
内　容 可愛いタオルかけ作り
費　用 300円

日　時 26日（木）午前９時45分～午後１時30分
申込開始 12日（木）
対　象 子育て中の保護者20人（一時保育15人）
講　師 管理栄養士　田中香代子さん
費　用 600円
内　容 新鮮な魚をさばいて調理する、旬の野菜で料理を作る

12月の子育ち＆親育ち講座　市民プラザ　練習室

働くママの子育ち＆親育ち講座　市民プラザ リハーサル室

こどもの救急セミナー　豊岡市民プラザ練習室

そとあそび広場

なかよし広場　ほっとステージ

おやこっこリズム遊び　子育て学習室

お母さんの手作り広場　豊岡市民プラザ練習室

食育講座ママの“ためになるクッキング”　五荘地区公民館

日　時 25日（水）午前10時30分～11時30分 申込期限 11日（水）
対　象 乳幼児と保護者12組
講　師 日本３B体操協会　永尾恵子さん

日　時 12日（木）午前10時～11時30分 申込開始 ５日（木）
対　象 子育て中の保護者15人（一時保育10人）
内　容“三つ子の魂百まで”の意味するところ
講　師 子育て総合センター所長　永田由紀（臨床発達心理士）

日　時 18日（水）午前10時30分～11時30分 申込開始 10日（火）
対　象 乳幼児と保護者15組
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 25日（水）午前10時～午後３時
内　容 ベビー服、子ども服、おもちゃなどのリサイクルバザー

わらべうた遊び

日　時 26日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 おおむね１歳までの乳児と保護者、妊婦
内　容 歯科衛生士ミニ講話～歯の健康について～、歯科相談

日　時 10日（火）午前10時～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 17日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 消防士のお話と避難、消火の実施訓練

日　時 19日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 11日（水）午前10時～正午
対　象 乳幼児と保護者
内　容 保健師のプチ講話、計測、ベビー体操、乾布摩擦ほか
持ち物 バスタオル、ハンドタオル、飲み物

わいわいコーラス

なかよし広場

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

そとあそび広場　日高町民公園
日　時 10日（火）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や芝生広場で遊びましょう

中学生の育児体験　竹野中学校（武道室）
日　時 12日（木）・18日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内容 中学３年生との交流
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平成27年９月30日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

NOVEMBER
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談 11日（水）13：30～16：00 豊岡健康福祉センター（城南町）生涯学習課 23－0341日高農村環境改善センター

行 政 相 談

 9 日（月）

13：30～15：30

竹野庁舎

秘書広報課 23－1114

11日（水） 日高農村環境改善センター
12日（木） 出石庁舎
13日（金） 城崎庁舎
14日（土）10：00～11：30 豊岡健康福祉センター（城南町）
19日（木）13：30～15：30 但東健康福祉センター

身 体 障 害 者 相 談  4 日（水）18日（水）13：00～16：00

豊岡健康福祉センター（城南町）

社会福祉課 24－7033

身 体 障 害 者
（視覚障害者）相談 27日（金）13：00～16：00
身 体 障 害 者
（聴覚障害者）相談 25日（水）13：00～16：00
知 的 障 害 者 相 談 10日（火） 9：00～11：00 立野庁舎

精神保健福祉相談
12日（木）

9：00～11：00
竹野庁舎

19日（木） 日高健康福祉センター
26日（木） 但東健康福祉センター

心 配 ご と 相 談

毎週月～金
（法律相談日を除く） 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター（城南町）豊

岡

市

社

会

福

祉

協

議

会

本所・豊岡地区センター 24－7311

 5 日（木）
19日（木）

13：30～16：00

城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181

10日（火）
25日（水） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100

18日（水） 竹野南地区公民館 竹野地区センター 47－1423

結 婚 相 談

 4 日（水）
18日（水）13：30～16：00 出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024

 5 日（木） 但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181
 6 日（金）
20日（金）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター(城南町) 本所・豊岡地区センター 23－2573

10日（火）
25日（水）13：30～16：00 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100

13日（金） 竹野南地区公民館 竹野地区センター 47－1423
法 律 相 談
（予約受付11/4（水）、8：30～）
（先着8人・電話予約のみ）

10日（火）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター(城南町) 本所・豊岡地区センター 23－2573

家 庭 児 童 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所家庭児童相談室 こども育成課 21－9003
農 家 相 談  5 日（木）13：30～16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
子 ど も 教 育 相 談  7 日（土) 9：00～12：00 豊岡市ふれあいセンター 豊岡市ふれあいセンター 24－8303
職 業 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ハローワーク豊岡 ハローワーク豊岡 23－3101
Uターン就職相談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所エコバレー推進課 ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008
も の づ く り 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ものづくり支援センター 21－9024
事業所対象金融相談 毎週月～金 9：00～17：00 兵庫県信用保証協会但馬支所 金融相談窓口 22－5171
若 者 の 就 労 支 援 毎週月～金 10：00～16：00 若者サポートステーション豊岡 若者サポートステーション豊岡 34－6333
消 費 生 活 相 談 毎週月～金 9：00～16：00 市役所生活環境課 くらしの相談室 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月～金 9：00～16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課 23－1114

エイズ・肝炎検査 要
予
約

10日（火）
24日（火） 9：15～11：15 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

こころのケア相談 16日（月）13：30～16：30 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所
豊岡健康福祉事務所
地域保健課 26－3672

市 民 健 康 相 談
（ 運 動 相 談 あり）10日（火）10：00～11：30 立野庁舎 健康増進課 24－1127

※
毎
週
の
相
談
日
は
、祝
日
を
除
く

11月の主な相談

合　計 男　性 女　性 世帯数
85,010人（－79人） 40,833人（－19人） 44,177人（－60人） 32,937世帯（－28世帯）
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11月の主な行事
NOVEMBER

より詳しい情報は
こちらから

14（土）｢源氏物語を彩る女性たちⅡ｣展示解説
（15：30～ 市立歴史博物館）

A
ア ル チ ザ ン
rtisan W

ワ ー ク
ORK S

シ ョ ッ プ
HOP

（トヨオカ・カバン・アルチザン・アベニュー）

15（日）第18回竹野カニカニカーニバル
（９：00～13：00 竹野北前館駐車場）

田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）

16（月）
17（火）
18（水）なかよし広場（９：30～ 豊岡市民プラザ）
19（木）絵本の読み聞かせの会

（10：30～11：00 日高子育てセンター）
運動遊び
（10：30～11：30 竹野子育てセンター）

20（金）豊岡南地区暴力追放・防犯・交通安全大会
（13：30～ 豊岡市民プラザ）

21（土）
22（日）カバストマルシェ

（10：00～16：00 宵田商店街）
2015 日本冒険フォーラム

（13：30～ 明治大学）

23（月）勤労感謝の日第29回キューピットマラソン
（９：00～ たけのこうえん発着）

かに王国絶叫大会
（11：00～ ＪＲ城崎温泉駅前）

24（火）
25（水）リサイクルバザー

（10：00～15：00 竹野子育てセンター）

26（木）三世代交流会
（10：00～12：00 竹野地区公民館）

絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00 城崎子育てセンター）

27（金）
28（土）市民ふれあいのつどい＆青少年健全育成大会 （13：00～ 市民会館）

A
ア ル チ ザ ン
rtisan W

ワ ー ク
ORK S

シ ョ ッ プ
HOP

（トヨオカ・カバン・アルチザン・アベニュー）

29（日）
30（月）

ひ
と
り
ご
と

1（日）パパと遊ぼうDAY！
（10：30～11：45 日高子育てセンター）

2（月）
3（火）文化の日出石お城まつり（９：00～ 出石城跡周辺）

永楽館歌舞伎連携企画展ルネサンス・イズシ
（９：30～ 市立美術館、～10日）

第24回マロニエまつり
（10：00～15：30 道の駅｢神鍋高原｣）

但馬ハイスクールアートフェスティバル
（13：00～ 豊岡市民プラザ）

4（水）にじっこ絵本（10：30～11：00 図書館竹野分館）えほんのとびら
（10：30～11：00 出石子育てセンター）

第８回永楽館歌舞伎
（11：30～、16：00～ 出石永楽館、～10日）

5（木）そとあそび広場
（10：30～11：30 出石庁舎前芝生広場）

豊岡北地区暴力追放・防犯・交通安全大会
（13：30～ 城崎国際アートセンター）

6（金）
7（土）知って安心くらしの笑百科

（14：00～16：00 城崎国際アートセンター）

8（日）ラムあるき2015（４：30～９：00 来日山）阿瀬渓谷紅葉ウォーク（９：00～14：30 湯
の原温泉オートキャンプ場）
阿瀬渓谷紅葉まつり（９：00～15：00 阿瀬渓谷）
消防フェア2015（10：00～13：00 コープデイズ豊岡）
第27回ちびっこカーニバル（10：00～15：
00 日高農村環境改善センター周辺）
もみじまつり（10：00～ 蓮華寺）

9（月）
10（火）第２回おんぷの祭典（市内各所、～15日）
11（水）出石皿そば新そばまつり（10：00～16：00

ごろ 出石庁舎前広場、～12日）
そとあそび広場（10：30～11：30 但東スポーツ公園）
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

12（木）
13（金）仲田光成記念第15回豊岡全国かな書展

（９：00～17：00 総合体育館）
えほんはともだち
（10：30～11：00 但東子育てセンター）

▼
秋
も
深
ま
り
、
少
し
肌
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
布
団
の
ぬ
く
も
り

を
恋
し
く
思
い
な
が
ら
朝
を
迎
え
る

日
々
。
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
と
、

秋
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
睡

眠
の
日
生
ま
れ
の
私
は｢

睡
眠
の
秋｣

を
過
ご
し
ま
す
。 

Ⓣ

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣
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広
報
　と
よ
お
か

N
o.246

　

中
田
工
芸
㈱（
日
高
町
江
原
）で

木
製
ハ
ン
ガ
ー
を
製
作
し
て
い
る

職
人
の
1
人
、
高
橋
孝
二
さ
ん
。

幼
い
頃
か
ら
、
親
戚
の
大
工
さ
ん

た
ち
を
見
て
育
ち
、
木
を
扱
う
仕

事
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
た
ち
が
作
る
ハ
ン
ガ

ー
の
一
つ「
Ｎエ

ヌ
エ
イ
チＨ-

2
」は
、
世
界

に
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
、
日
本

が
誇
る
べ
き
優
れ
た
地
方
産
品
を

海
外
に
広
く
発
信
し
て
い
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「T

ザhe W

ワ

ン

ダ

ー

onder 500

」

（
経
済
産
業
省
）に
選
ば
れ
ま
し
た
。

機
械
で
は
な
く
、
南な

ん
き
ん
が
ん
な

京
鉋
を
使
っ

た
手
作
業
で
削
り
出
し
、
首
や
肩

な
ど
の
丸
み
を
表
現
。
洋
服
が
型

崩
れ
せ
ず
、
き
れ
い
に
掛
か
る
湾

曲
の
ハ
ン
ガ
ー
を
作
る
た
め
に
、

98
㎜
の
ブ
ナ
板
材
を
特
注
す
る
な

ど
、
材
料
か
ら
こ
だ
わ
り
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
の「
す
ご
く
良
か
っ

た
」「
洋
服
が
き
れ
い
に
掛
か
る
」

と
い
う
声
で
湧
く「
よ
り
多
く
の

人
に
応
え
た
い
！
」と
い
う
気
持

ち
と
木
へ
の
愛
情
が
、
職
人
歴
25

年
の
高
橋
さ
ん
の
原
動
力
。

　
「
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
と
技

術
を
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
。
そ

し
て
も
っ
と
多
く
の
人
に
木
製
ハ

ン
ガ
ー
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
っ

て
、
喜
ん
で
使
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
」と
語
り
ま
す
。

熟練の技とこだわり抜いた素材で
洋服を守りたい！

（左から３人目）高橋孝二さん（43歳）

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲生徒と支部員が協力した調理実習

　９月18日、城崎中学校で｢地域の食材を学んで
食べてみよう 秋編｣（主催：豊岡市商工会青年部
城崎支部）が開催され、同校１年生29人と同支部
員約30人が地域の食材を共に学び調理しました。
　講演では、生産者らが豊岡で生産されたブドウ
やナシ、お米などを説明。調理実習では、但馬で
生産された野菜や肉、お米、果物などで、秋野菜
のサラダや但馬ポークの肉料理を調理しました。
　同支部地域振興委員長の齋藤信彦さんは｢地域
の知らない食材や大人との触れ合いから、地域の
魅力を発見してほしい｣と期待を込めていました。
　10月31日（土）の同校文化祭では、１年生が地域
の｢食｣をテーマにした発表を予定しています。

地域の食材を学んで食べてみよう 秋編
おいしい食材で但馬の魅力を発見！

▲お気に入りの着物を探し城下町にお出掛け

　10月７日、着物レンタル事業のお披露目式（主
催：但馬國出石観光協会）が、出石ちりめん館（出
石町内町）内に新設された｢お着替え処

どころ

　無
む

｣で開
催され、事業説明や着付け体験が行われました。
　城下町の町並みや皿そばなど、和の文化を色濃
く残す出石。約10年前から、浴衣や着物などの和
装の似合う町づくりを進めています。今回拠点施
設ができたことで、年間を通して着物が楽しめる
環境を整備。今後は時代衣装（新撰組や坂本竜馬、
町娘など）も充実させるということです。
　10月26日（月）から通常レンタルを開始。３日前
までの予約制（着付け込み・大人３千円、子ども
２千円）で同協会ホームページから申し込めます。

着物レンタル事業のお披露目式
城下町 出石に新たな和の観光素材！


